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「公爵三条家家憲」― 公家華族の家を守るために ―

藤 田 壮 介

国立国会図書館の蔵書から

今
回
取
り
上
げ
る
一
冊
は
、
当
館
憲
政
資
料
室
所

蔵
の
川か

わ
む
ら村
正し
ょ
う
へ
い平
関
係
文
書
に
含
ま
れ
る
「
公
爵
三

条
家
家
憲
」
と
題
さ
れ
た
資
料
で
あ
る
。
資
料
に
朱

筆
の
書
入
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
推
測
で
き
る
よ
う

に
、
こ
の
資
料
は
確
定
版
で
は
な
く
、
同
室
所
蔵
の

三
条
家
文
書
に
含
ま
れ
る
明
治
24
（
１
８
９
１
）
年

４
月
17
日
付
の
「
三
条
家
家
憲（

１
）」
と
は
若
干
の
異
同

が
あ
る
。
ま
た
、
家
令
の
職
務
に
つ
い
て
規
定
す
る

全
６
条
の
家
令
職
務
章
程
や
、
実さ

ね
と
み美
の
妻
・
治
子
の

体
調
が
回
復
す
る
ま
で
は
三
条
家
の
「
内
政
」
は
実

美
の
義
母
・
信
受
院
（
土
佐
藩
第
10
代
藩
主
山
内
豊と

よ

策か
ず

の
娘
）
が
総
轄
す
る
こ
と
を
定
め
た
附
則
が
共
に

綴
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
、
三
条
家
文
書
に
含
ま
れ
る

「
三
条
家
家
憲
」
と
の
差
異
で
あ
る
。

三
条
家
の
家
憲
制
定
前
後
の
状
況
に
関
し
て
は
、

中
心
的
役
割
を
果
た
し
た
人
物
の
一
人
で
あ
る
尾
崎

三さ
ぶ
ろ
う良
の
記
録
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
明
治
24
年

２
月
18
日
、
維
新
の
元
勲
・
三
条
実
美
が
亡
く
な
っ

た
際
、
遺
言
と
し
て
「
河か

わ
ば
た鰭
［
実
文
］
を
公き
み
よ
し美
の
後

見
と
し
、
土
方
［
久
元
］、
尾
崎
［
三
良
］、
清
岡

［
公と

も

張は
る

］、
桜
井
［
能よ
し
た
か監
］
の
四
人
を
家
政
相
談
人
と

し
て
万
事
を
取
計
へ
」
と
の
言
葉
が
残
さ
れ
た（

２
）。
実

美
の
嗣
子
に
定
め
ら
れ
た
公
美
が
ま
だ
幼
く
、
以
前

に
廃
嫡
さ
れ
た
公き

ん
あ
や恭
が
三
条
家
の
家
政
に
口
出
し
す

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
中
で
、
公
美
を
支
え
三
条
家

を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
親
族
の
河
鰭
と
４
人
の
家

政
相
談
人
に
託
さ
れ
た
形
で
あ
る
。

今 月 の 一 冊

公爵三条家家憲
明治24 年 4月　<川村正平関係文書159>
https://dl.ndl.go.jp/pid/11608740

「公爵三条家家憲」の冒頭部分。
第1章 戸主の第3条、第4条に朱筆の書入れが見られる。
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実
美
没
後
の
尾
崎
の
日
記
を
見
る
と
、
２
月
25
日

に
行
わ
れ
た
葬
儀
の
前
後
も
含
め
、
た
び
た
び
三
条

邸
に
足
を
運
ん
で
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
３
月

８
日
に
は
三
条
邸
で
「
河
鰭
、
桜
井
等
に
面
会
、
三

条
家
の
談
を
為
す（

３
）」
と
の
記
載
が
あ
り
、
ま
た
、
３

月
13
日
以
降
は
毎
週
金
曜
日
を
相
談
人
集
会
日
と
定

め
、
打
合
せ
を
重
ね
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
日
記
で

の
家
憲
に
関
す
る
言
及
と
し
て
は
、４
月
12
日
に「
同

公
爵
家
の
家
憲
を
議
定
す（

４
）」
と
の
記
載
が
あ
る（
５
）。

華
族
の
家
憲
に
つ
い
て
は
、
明
治
17
年
７
月
の
華

族
令
制
定
、
同
19
年
４
月
の
華
族
世
襲
財
産
法
の
公

布
、
同
22
年
２
月
の
皇
室
典
範
の
制
定
、
同
27
年
６

月
の
華
族
令
改
正
、
と
い
っ
た
４
つ
の
出
来
事
に
促

さ
れ
、
明
治
中
期
か
ら
大
正
前
期
に
か
け
て
華
族
諸

家
が
相
次
い
で
家
憲
を
制
定
し
た
と
さ
れ
る（

６
）。
三
条

家
家
憲
は
、
そ
の
よ
う
な
時
代
状
況
も
背
景
に
し
つ

つ
、
突
如
訪
れ
た
実
美
か
ら
公
美
へ
の
代
替
わ
り
と

い
う
事
態
に
対
応
す
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と

言
え
よ
う
。

家
憲
の
内
容
は
、三
条
家
に
相
談
人
を
４
人
置
き
、

財
産
管
理
、
支
出
の
決
定
や
婚
姻
縁
組
等
に
つ
い
て

は
、
相
談
人
と
の
協
議
を
経
な
け
れ
ば
戸
主
で
あ
っ

て
も
決
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
財
産
管
理
に
つ
い
て
は
第
五
章
に
お
い
て
も
原

則
が
書
き
込
ま
れ
て
お
り
、「
世
襲
財
産
其
他
資
本

に
属
す
る
財
産
」
に
つ
い
て
は
元
本
（
元
資
金
）
を

消
費
す
る
こ
と
は
許
さ
ず
、
年
間
の
収
入
の
う
ち
３

（上）三条家文書「三条家家憲」の第16条から第19条
（左）川村正平関係文書「公爵三条家家憲」の対応箇所
「公爵三条家家憲」にある朱筆の書入れは、条番号の変更も含め、

基本的に「三条家家憲」に反映されていることがうかがえる。
ただ、①第17条について「公爵三条家家憲」の朱筆の書入れ
を反映しても第6項までしか定めがないところ、「三条家家憲」
には第7項が存在する、②第18条で「戸主」に付される補足で、

「公爵三条家家憲」では「幼戸主なる時」とされているところが、
「三条家家憲」では「戸主未成年なる時」となっている、など、「公

爵三条家家憲」の朱筆の書入れをすべて反映しても、構成や用
語になお差異がある。相談人たちの打合せにおいて、この後も
言葉遣いも含めた検討が加えられ、最終的な「三条家家憲」の
制定にこぎつけた様子がうかがえる。

三条家文書「三条家家憲」との比較
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川村正平関係文書「公爵三条家家憲」には、三
条家文書「三条家家憲」にはない全6条の「家
令職務章程」も共に綴られている。戸主と相談
人によって構成される「協議会」の定める予算
に従って家中一切の費用を支払い、毎月前月の
決算を報告すること（第1条）、家扶・家従の進
退や給与については「協議会」の協議に従うこ
と（第3条）、などが定められている。

（右）三条家文書「三条家家憲」の第5章冒頭
（左）川村正平関係文書「公爵三条家家憲」の対応箇所
「三条家家憲」第30条とそれに対応する「公爵三条家家憲」を比較すると、「公爵三条家家憲」で「其

元資金を支出するを許さず」とあるところが「三条家家憲」で「其元本を消費するを許さず」となっ
ているなど、少しの変更が加わっていることが読み取れる。一方で、この章については、条の加除や
内容の大幅な変更は見られず、家憲検討の早い段階でおおまかな内容が固まっていたこともうかがえ
る。

（左）三条家文書「三条家家憲」を収めていた封筒と、「三条家家憲」
の表紙
表紙には明治24年4月17日の日付と「前会略決議相成候家憲草
案仮りに浄写致候に付御捺印を乞ふ」と記されている。封筒に
記されているように、当館憲政資料室所蔵の三条家文書「三条
家家憲」は写であるため、捺印部分も手書きで書き写されたも
のではあるが、三条公美（公爵）、河鰭実文（後見人）、土方久元、
清岡公張、尾崎三良、桜井能監（以上相談人）、富田藤太（家扶）
が揃って捺印したことが分かる。

「三条家家憲」全体の構成は、
　第1章　戸主（第1条-第7条）
　第2章　後見人（第8条-第13条）
　第3章　相談人及協議会（第14条-第24条）
　第4章　家職（第25条-第29条）
　第5章　財産（第30条-第33条）
　第6章　雑則（第34条-第35条）
となっている。第4条で「戸主は相談人の協賛を得るに非らざ
れば第十七条に記載する事項を専行することを得ず」と定めら
れるなど、戸主の権限を抑え、相談人の協議によって家政を運
営していく方針が定められている。
また、第35条では「公爵三条家の戸主と為る者は相続の際必ず
此家憲に署名捺印し世々相伝の証と為すべし」と規定されてお
り、公美以後の戸主にも引き継いでいくことが予定されていた。
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分
の
２
で
支
出
の
予
算
を
立
て
る
べ
き
こ
と
な
ど
が

定
め
ら
れ
て
い
る
。
実
美
の
功
績
で
公
爵
家
に
な
っ

た
三
条
家
も
、
維
新
前
に
大
藩
の
大
名
だ
っ
た
華
族

達
に
比
べ
れ
ば
経
済
的
基
盤
は
弱
か
っ
た
。
そ
も
そ

も
維
新
期
に
実
美
の
す
ぐ
近
く
に
従
っ
て
い
た
と
は

い
え
家
政
に
参
与
す
る
ほ
ど
の
立
場
で
は
な
か
っ
た

尾
崎
が
三
条
家
の
家
政
運
営
に
関
係
す
る
よ
う
に
な

る
き
っ
か
け
も
、
明
治
初
頭
、
家
令
ら
が
英
国
人
か

ら
高
利
の
借
金
を
し
た
こ
と
等
の
事
後
処
理
に
あ
っ

た
。
そ
の
借
金
を
返
済
し
た
明
治
９
年
頃
の
三
条
家

は
「
借
金
も
な
け
れ
ば
財
産
も
な
い
情
態
で
あ
っ

た（
７
）」
と
さ
れ
、
そ
の
後
も
、
尾
崎
は
政
府
に
お
い
て

法
制
官
僚
と
し
て
活
躍
す
る
傍
ら
、
三
条
家
の
使
用

人
の
選
定
な
ど
、
家
政
に
つ
い
て
も
気
を
配
る
時
期

が
続
い
て
い
た
。

実
美
が
亡
く
な
っ
た
時
の
遺
産
は
約
20
万
円
と
、

岩
倉
具
視
（
明
治
16
年
没
）
の
約
３
０
０
万
円
と
比

較
す
る
と
10
分
の
１
以
下
と
い
う
状
態
で
、
公
美
が

家
を
継
い
だ
時
点
で
は
贅
沢
品
の
馬
車
の
維
持
は
諦

め
た
方
が
良
い
経
済
状
態
だ
っ
た
と
さ
れ
る（

８
）。
華
族

と
し
て
の
体
面
を
維
持
す
る
た
め
に
も
、
財
産
管
理

は
重
大
な
課
題
で
あ
っ
た
。

家
憲
制
定
後
の
三
条
家
は
と
い
う
と
、
戸
主
の
公

美
が
「
性
質
順
良
に
し
て
能よ

く
家
憲
を
遵じ
ゅ
ん
ぽ
う奉し
、
相

談
人
の
忠
言
を
容い

れ
濫ら
ん
ぴ費
が
ま
し
き
所
行
一
も
な（
９
）」

か
っ
た
と
評
さ
れ
る
人
物
で
あ
り
、
三
条
家
に
仕

え
る
使
用
人
で
あ
る
家
扶
・
会
計
方
に
も
人
を
得

本資料の伝来について
本資料は、なぜ本文で触れた作成経緯では名前が出てこない川村正平の手元に残されていたのだろうか。正平の

事蹟として良く知られるのは、維新期に一橋（徳川）慶喜に従ったことである。特に渋沢栄一が慶喜に引き立てら
れるきっかけを作ったことが良く知られている。しかし慶喜は大政奉還の後、徳川宗家当主の座も家達に引継ぎ、
徳川宗家内のいわば隠居という立場であった。慶應4（1868）年に徳川宗家の所領とされた静岡に移住してから、明
治30年までの長きにわたり現在の静岡市内に暮らすことになる。正平は慶喜に従い静岡に移住するも、慶喜家の家
政機構も縮小する中で慶喜に仕え続けることは難しかったのか、明治6年までには東京に戻り、大蔵省に出仕する道
を選んでいる。その後、大久保利通が明治7年に北京で清国政府と交渉する際の随員の一人に選ばれるなどし、明治
10年の頃には利通の秘書という位置にいたとされる＊1。

しかし正平の政府における活動を追っていっても、本資料を取得するきっかけは見当たらないようである。ここ
で注目すべきと思われる点に、正平と二条家との関係がある。天竜川の治水事業などで知られる金原明善の伝記『国
土を培うもの　金原明善一代記』には、正平について以下のような説明がある＊2。

明善と胸襟を開いた時は、大久保利通の懐刀として、その信任も篤かつた。その為
ひととなり

人も武にも文にも秀でて

ゐたが、性極めて恬
てんたん

淡であつた。それ故立身の機はあり乍
なが

ら、蔭の人として一生を終わつてゐる。

正平はまた二条家と親しく、同家の再興に尽力するところがあり、その因縁から同家家扶浜崎節の三男が明

善の養孫として明治十九年に迎へられた。

正平が二条家と関係するようになるきっかけは不詳であるが、川村正平関係文書の中には、明治6年から明治9年
を中心とする主に金銭面に関する書類があり、明治9年10月付で正平が作成した「二條家負債消却計算簿」＊3 もあ
ることから、「同家の再興に尽力」と言っても誇張ではない程度には二条家と関わりを持っていたことがうかがえる。
また、川村正平関係文書中の川村正平宛書簡の封筒に記された情報を見ると、正平は遅くとも明治11年4月14日に
は牛込筑土前町の二条邸内に住んでおり＊4、その後も明治18年3月24日までは二条邸に住んでいた様子がうかがえ
る＊5。明治19年2月8日までには住居を二条邸外の四谷区西信濃町に移しているが＊6、転居後も二条家当主基弘の北
海道移住に関する願書を作成するなど＊7、二条家との関係は深い。公爵諸家の家令・家扶で組織される公爵支会の
明治24年1月の会合には、二条家からの参加者として名を連ねている（5ページ参照）など、いつ頃からかは判然と
しないが＊8、二条家の家政を支える立場にあった。

三条家と同じ公家華族の公爵家である二条家に仕えるものであった、という正平の立場を前提におくと、家令に
関する記載も含めた三条家家憲案を正平が手に入れていた理由として、二条家の家憲制定の参考にする、あるいは
家憲を定めないまでも、家政運営の参考資料とする目的があった、という可能性が考えられるのではないか。二条
家はのちに当主の基弘が政治活動に資金をつぎ込み多額の負債を抱えたり、基弘の長男厚基の没後に相続問題が起
きるなどしたことが知られているが＊9、正平が入手した三条家家憲案は、二条家の家政運営にどのように寄与した
のであろうか。
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1　「三条家家憲」<三条家文書 61-13>。なお、国文学研究資料館所蔵の「山城国京都三条家文書」
には、「公爵三条家家憲」以前の検討案が含まれている（資料番号 9など）。

2　『尾崎三良自叙略伝』上巻, 中央公論社 , 1976, p.222　https://dl.ndl.go.jp/pid/12196932/1/116
3　『尾崎三良日記』中巻, 中央公論社 , 1991, p.468　<GB415-E25>
4　同上 , p.478
5　三条家文書中の「三条家家憲」は4月17日付だが、これには「前会略決議相成候家憲草案仮り

に浄写致候に付御捺印を乞ふ」と書かれているので、家憲の内容は12日に固まっており、17日
は関係者が正式に確認をした、ということであろう。また川村正平関係文書「公爵三条家家憲」
には、墨書で「明治廿四年三月　日」と書かれたところの「三」を朱筆の書入れで「四」と改め
ている部分があり、検討自体は３月から行われていたことが推測できる。

6　森岡清美『華族社会の「家」戦略』吉川弘文館 , 2002, pp.208-211　<EC168-G4>
7　前掲注 2, p.216　https://dl.ndl.go.jp/pid/12196932/1/113
8　同上, p.226　https://dl.ndl.go.jp/pid/12196932/1/118
9　同上, p.228　https://dl.ndl.go.jp/pid/12196932/1/119

※原則、引用の旧字は新字に改めた。また、引用部分の［ ］内は筆者が補った。
※< >内は当館請求記号

＊1　『大久保利通文書』第八, 日本史籍協会, 1929, p.133　https://dl.ndl.go.jp/pid/3432690/1/87
＊2　小野田竜彦『国土を培うもの　金原明善一代記』平凡社, 1942, p.28　https://dl.ndl.go.jp/pid/1043624/1/23
＊3　「二條家負債消却計算簿」<川村正平関係文書197-4>　https://dl.ndl.go.jp/pid/11608816
＊4　〔明治〕11年4月14日付高城守久書簡<川村正平関係文書59-19>、12年7月13日付金原明善書簡<川村正平関係文書94-9>　https://

dl.ndl.go.jp/pid/11608628
＊5　18年3月24日付佐々木髙行書簡<川村正平関係文書70-1>　https://dl.ndl.go.jp/pid/11608548
＊6　 明 治19年2月8日 付 吉 田 市 十 郎 書 簡<川 村 正 平 関 係 文 書15-2>　https://dl.ndl.go.jp/pid/11608160。 な お、 川 村 一 家 は 正 平 を

継いだ正治の代になってもそこに暮らし続けていたようである（『人事興信録』人事興信所, 1903, p.378　https://dl.ndl.go.jp/
pid/12986218/1/223）。

＊7　「川村正平内願書案」<川村正平関係文書12-37>　https://dl.ndl.go.jp/pid/11608142
＊8　明治16年の「二条家日記」（慶應義塾大学文学部古文書室所蔵「二条家文書」四／E／19）冒頭に書かれる名簿によれば、明治16年

の時点では川村正平は家令・家扶としての扱いはされていないようである。他方、明治19年６月５日付の毛利家家令・柏村信から川
村正平に宛てた書簡<川村正平関係文書14-4>では公爵会の規約案についてのやり取りが交わされており、その時点では既に二条家
の家政を担う位置にあったと推測できる。

＊9　千田稔『明治・大正・昭和華族事件録』新人物往来社, 2002, pp.154-158, 267-270　<EC168-H1>

「公爵支会仮規約・用記」<川村正平関係文書14-1>に含まれる明治24年1月の公爵支会の記録。この回は二条家の家扶が幹事であった。「出席員」のところに、
「二条家　川村正平」とあり、川村正平が二条家の家令・家扶として他の公爵家にも認知されていたことが分かる。正平以外の出席者として毛利家の柏村信、

兼常定誠、島津家の迫水久中、寺師宗徳、鷹司家の伊藤重三郎、そして講師として宮地厳夫の名前が記されており、計７名の出席である。前年末からの
インフルエンザ流行のため、出席者が僅少だという事情が記されている。

て
、
次
第
に
豊
か
に
な
っ
て
い
く
。
公
美
が
継
い
で

か
ら
16
年
後
の
明
治
40
年
に
は
、
年
間
収
入
が
５
万

円
に
上
る
よ
う
に
な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
廃
嫡

を
経
て
ま
だ
幼
い
跡
継
ぎ
に
代
替
わ
り
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
三
条
家
も
、
家
憲
や
相
談
人
に
守
ら
れ
、

公
爵
家
と
し
て
続
い
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ

る
。
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関
西
館
総
務
課
施
設
係
は
、
関
西
館
の
中
で
施
設
設
備

の
維
持
管
理
、
庁
舎
管
理
、
防
災
対
応
を
担
当
し
て
お

り
、
技
術
職
と
事
務
職
の
職
員
が
力
を
合
わ
せ
て
業
務
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
施
設
設
備
の
維
持
管
理
に
は
、
保
守
業
務
と
工
事
が
あ

り
ま
す
。
保
守
業
務
で
は
、
設
備
の
点
検
の
ほ
か
に
、
閲

覧
室
、
事
務
室
、
書
庫
の
温
度
管
理
や
蛍
光
灯
の
交
換
な

ど
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
点
検
に
よ
り
破
損
が
見
つ
か
っ

た
設
備
の
修
繕
工
事
や
、
寿
命
を
迎
え
る
設
備
の
改
修
工

事
を
業
者
に
発
注
し
ま
す
。
発
注
後
は
、
工
事
業
者
の
監

督
だ
け
で
な
く
、
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
、
職
員
の
業
務
に
極

力
影
響
が
で
な
い
よ
う
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
や
関
係
部

署
へ
の
注
意
事
項
の
連
絡
な
ど
を
行
い
ま
す
。
休
日
の
工

事
で
あ
っ
て
も
、
別
の
委
託
業
者
が
行
う
保
守
点
検
や
清

掃
業
務
等
と
重
な
る
場
合
は
、
関
係
す
る
業
者
に
注
意
事

項
の
連
絡
な
ど
を
行
い
ま
す
。
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
の
フ
ロ
ー

リ
ン
グ
を
改
修
し
た
際
に
は
、
営
業
休
止
が
最
小
限
の
日

数
と
な
る
よ
う
、
工
事
業
者
と
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
を

特
に
入
念
に
行
い
ま
し
た
。

　
庁
舎
管
理
で
は
、
警
備
、
清
掃
と
い
っ
た
委
託
業
務
が

仕
様
書
ど
お
り
に
行
わ
れ
て
い
る
か
監
督
す
る
だ
け
で
な

く
、
利
用
者
や
職
員
等
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
様
々
な
要
望
や

相
談
へ
の
対
応
を
行
い
ま
す
。
館
の
行
事
で
お
客
様
を
迎

え
る
際
に
は
、
到
着
か
ら
出
発
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

確
認
し
、
快
適
に
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
受
付
や

清
掃
、
空
調
運
転
の
手
配
を
し
ま
す
。
東
京
本
館
の
資
料

は
デ
ジ
タ
ル
化
が
完
了
し
た
後
、
原
則
と
し
て
関
西
館
に

移
送
し
て
い
ま
す
が
、
資
料
が
大
量
で
あ
り
、
作
業
に
あ

た
る
業
者
の
人
数
の
業
者
が
多
く
な
る
た
め
、
館
内
の
搬

入
経
路
や
書
庫
へ
の
立
入
方
法
に
つ
い
て
、
担
当
課
か
ら

の
相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
防
災
対
応
の
一
つ
と
し
て
、
職
員
、
委
託
業
者
に
よ
り

構
成
さ
れ
る
自
衛
消
防
隊
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
資
料
整

理
休
館
日
に
実
施
す
る
防
災
訓
練
が
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
は
、
密
集
を
避
け
る
必
要
が
あ
り
、
集
合
し

て
実
施
す
る
訓
練
が
行
え
ず
、
従
来
と
は
異
な
る
訓
練
内

容
を
考
え
る
こ
と
に
知
恵
を
絞
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
が

落
ち
着
い
た
昨
年
度
か
ら
、集
合
訓
練
を
再
開
し
ま
し
た
。

防
災
意
識
の
高
ま
り
も
あ
り
、訓
練
後
の
意
見
募
集
で
は
、

様
々
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
た
め
、
そ
れ
ら
を
考
慮
し
な

が
ら
次
回
訓
練
の
内
容
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
　

　
こ
の
よ
う
に
、
施
設
係
で
は
多
彩
な
業
務
を
行
い
、
利

用
者
の
閲
覧
、
職
員
の
業
務
等
を
施
設
面
か
ら
支
え
て
い

ま
す
。
　
　
　
　（
関
西
館
総
務
課
　
施
設
係
　
小
松
菜
）

図書館を
施設面から
支えます

改修工事によりリフレッシュされたカフェテリアのフローリング
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テキストで　読める！　さがせる！

帝国議会会議録検索システム、
全期間の本文テキストを公開
　令和６（2024）年 8 月、国立国会図書館は、「帝国議会会議録検索システム」において、戦前・戦中期分

（明治 23（1890）年 11 月～昭和 20（1945）年 8 月）の速記録の画像（合計約 27 万ページ）から OCR（光
学的文字認識）処理により作成した本文テキストを新たに公開しました。これにより、すでに本文テキスト
を提供していた戦後期分（昭和 20（1945）年 9 月～昭和 22（1947）年 3 月）と合わせて、帝国議会の全
期間にわたり、速記録に掲載された質疑や議案本文などの全文検索とテキスト表示ができるようになりまし
た。

　帝国議会会議録検索システムの公開は、平成 17（2005）年。その前年の構築開始から数えれば、20 年
を経て、全期間の本文テキストが揃いました。平成 11（1999）年の「国会会議録検索システム」公開から
数えれば四半世紀を迎え、第１回帝国議会から現在の国会までのすべての本文テキスト公開が実現したこと
になります。今回公開した戦前・戦中期分の本文テキストは、人の目による校正を行った戦後期分と異なり、
OCR 処理による文字の認識間違い（誤字・脱字）や認識不能を意味する文字（〓（ゲタ文字））は残ってい
ますが、全期間の本文テキスト公開は大きな前進です。

　本記事では、同システムが歩んできた道のりを振り返りつつ、今回公開した本文テキストの特徴やシステ
ムの機能について、検索事例等を交えながらご紹介します。

（調査及び立法考査局　議会官庁資料課　立法情報係）
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インターネット公開

2005.7.1

2010.6.16

全期間の本文テキスト公開

2006.3.6

全期間の画像公開

2024.8.23

画像・本文テキスト公開
[第91・92回分]

画像・本文テキスト追加
[第88～90回分]

～2005
紙媒体のみ

全期間の画像と本文テキ
ストをインターネットで
利用可能に

AI-OCRによる
精度向上

構築開始

2004

画像 [第28～87回]・
目次等テキスト追加

目次・索引・会議録情報・
各号発言目次・発言者情報
のテキストも全期間公開

2007
2008

2009

議会開設120周年

システム
リニューアル

2019

2011
固定URL化

構築開始から20年

全期間の本文テキスト公開への道のり

国
議
会
で
は
、
現
在
の
社
会
に
も
密
接
に
つ
な
が
る

国
政
課
題
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
速
記
録
か
ら

は
審
議
経
過
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
た
め
、

帝
国
議
会
の
速
記
録
は
、
日
本
と
い
う
国
家
の
根
本
が
ど

の
よ
う
に
作
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
の
か
を
、
現
代
に
生
き

る
私
た
ち
が
知
る
手
掛
か
り
と
な
る
貴
重
な
歴
史
的
資
料

と
い
え
ま
す
。

　

国
立
国
会
図
書
館
は
、
そ
の
よ
う
な
速
記
録
を
一
元
的

に
検
索
・
閲
覧
で
き
る
よ
う
、
平
成
16
（
２
０
０
４
）
年

か
ら
帝
国
議
会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開

　

帝
国
議
会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
は
、
平
成
17

（
２
０
０
５
）
年
7
月
１
日
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
利
用
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
7
月
1
日
は
、

明
治
23
（
１
８
９
０
）
年
に
第
１
回
衆
議
院
議
員
選
挙
が

実
施
さ
れ
た
日
で
す
。公
開
当
初
は
、第
91
回
と
第
92
回（
昭

和
21
（
１
９
４
６
）
年
11
月
～
昭
和
22
（
１
９
４
７
）
年

３
月
）
の
速
記
録
の
画
像
と
本
文
テ
キ
ス
ト
の
み
で
し
た
。

　

公
開
後
の
最
初
の
課
題
は
、日
本
国
憲
法
の
審
議
を
行
っ

て
い
る
戦
後
期
分
に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
整
備
を
行
い
、
検

索
の
利
便
性
を
高
め
る
こ
と
で
し
た
。
こ
の
期
間
の
速
記

録
は
、
現
在
の
国
会
会
議
録
と
同
様
に
、
漢
字
と
ひ
ら
が

な
で
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
ま
ま
の
表
記
で
、
か
つ
、
人

の
目
に
よ
る
校
正
を
し
た
テ
キ
ス
ト
を
収
録
し
ま
し
た
。

全
期
間
の
画
像
公
開

　

平
成
18
（
２
０
０
６
）
年
に
は
、第
88
回
～
第
90
回
（
昭

和
20
（
１
９
４
５
）
年
9
月
～
昭
和
21
（
１
９
４
６
）
年

10
月
）
の
速
記
録
の
画
像
と
本
文
テ
キ
ス
ト
を
追
加
し
ま

し
た
。
戦
後
期
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
と
き
に
す
べ
て
の

本
文
テ
キ
ス
ト
が
揃
い
ま
し
た
。   

　

第
90
回
以
前
の
速
記
録
は
漢
字
と
カ
タ
カ
ナ
表
記
で
し

た
が
、
公
開
済
み
の
第
91
・
92
回
に
揃
え
て
カ
タ
カ
ナ
を

ひ
ら
が
な
に
変
換
し
た
テ
キ
ス
ト
を
収
録
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
こ
の
時
も
人
の
目
に
よ
る
校
正
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
足
か
け
４
年
に
わ
た
っ
て
４
度
の
画
像
の
追
加

公
開
を
し
て
、
平
成
22
（
２
０
１
０
）
年
に
全
期
間
、
約

31
万
ペ
ー
ジ
分
の
本
会
議
・
委
員
会
の
速
記
録
の
画
像
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

議
会
開
設
１
２
０
年
の
節
目
の
年
で
し
た
。

　

こ
の
時
点
で
、
第
87
回
以
前
の
戦
前
・
戦
中
期
分
の
速

記
録
に
つ
い
て
も
、
ど
の
よ
う
な
議
案
や
案
件
の
審
議
が

行
わ
れ
た
の
か
検
索
し
て
探
し
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
テ
キ
ス
ト
の
一
部
は
公
開
し
て
い
ま
し
た
。
例
え
ば
、

本
会
議
や
委
員
会
の
名
称
で
あ
る
「
会
議
名
」、
取
り
扱
う

議
案
名
な
ど
を
記
し
た
頭
書
き
部
分
に
あ
た
る
「
会
議
録

情
報
」、
発
言
者
名
の
一
覧
で
あ
る
「
発
言
目
次
」、
発
言

者
名
の
よ
み
が
な
や
肩
書
き
等
の
「
発
言
者
情
報
」
の
テ

キ
ス
ト
で
す
。
ま
た
、
各
回
次
の
目
次
・
索
引
も
テ
キ
ス

ト
化
し
て
画
像
へ
の
リ
ン
ク
を
設
け
ま
し
た
。
帝
国
議
会

で
は
、
委
員
会
名
が
法
律
案
名
を
冠
し
て
い
る
こ
と
も
多

帝

帝国議会会議録検索システムの歩み
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い
た
め
、
委
員
会
の
名
称
も
検
索
の
糸
口
に
な
っ
た
の
で

す
。　

　

し
か
し
、
審
議
で
の
発
言
内
容
を
キ
ー
ワ
ー
ド
で
探
す

に
は
、
一
部
で
は
な
く
、
本
文
す
べ
て
を
テ
キ
ス
ト
化
し

て
全
文
検
索
で
き
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
帝
国
議
会

会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
の
計
画
時
か
ら
、
全
期
間
の
本
文

テ
キ
ス
ト
化
は
構
想
し
て
い
ま
し
た
が
、
戦
前
・
戦
中
期

分
の
画
像
は
約
27
万
ペ
ー
ジ
あ
り
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
化
は

大
き
な
課
題
で
し
た
。

全
期
間
の
本
文
テ
キ
ス
ト
公
開

　

昨
今
の
急
激
な
技
術
革
新
が
、
こ
の
課
題
を
解
決
し
て

く
れ
ま
し
た
。
国
立
国
会
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
に

最
適
化
さ
せ
た
Ａ
Ｉ-

Ｏ
Ｃ
Ｒ
を
用
い
て
、
数
年
前
に
は

困
難
だ
っ
た
精
度
の
高
い
本
文
の
テ
キ
ス
ト
化
が
実
現
し

た
の
で
す
。

　

令
和
６
（
２
０
２
４
）
年
８
月
23
日
、
Ａ
Ｉ-

Ｏ
Ｃ
Ｒ

に
よ
り
作
成
し
た
戦
前
・
戦
中
期
分
の
本
文
テ
キ
ス
ト
を

公
開
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
帝
国
議
会
の
速
記
録
の

全
期
間
の
本
文
テ
キ
ス
ト
公
開
に
至
り
ま
し
た
。
戦
前
・

戦
中
期
分
の
本
文
テ
キ
ス
ト
は
、
原
文
そ
の
ま
ま
で
す
の

で
、
戦
後
期
分
と
異
な
り
、
漢
字
と
カ
タ
カ
ナ
表
記
の
ま

ま
で
す
。
ひ
ら
が
な
と
カ
タ
カ
ナ
は
区
別
す
る
こ
と
な
く

検
索
が
可
能
で
す
が
、
戦
後
期
分
と
異
な
り
、
人
の
目
を

通
す
校
正
作
業
は
ほ
と
ん
ど
行
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
検

索
や
表
示
が
正
確
に
行
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
全
文
検
索
を
す
る
に
は
充
分
に
役
立
つ
精
度
で
あ
る

と
考
え
、
早
期
に
公
開
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

本
文
テ
キ
ス
ト
の
間
違
い
の
ご
指
摘
に
つ
い
て
は
、
専

用
フ
ォ
ー
ム
か
ら
承
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
お
力
も
お

借
り
し
な
が
ら
、
デ
ー
タ
の
校
正
作
業
を
続
け
て
ま
い
り

ま
す
。

公
開
の
意
義
と
反
響

　

帝
国
議
会
の
速
記
録
は
、
国
政
課
題
の
審
議
の
様
子
を

現
在
に
伝
え
る
記
録
と
い
う
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
当
時
の
世
間
を
賑
わ
し
て
い
た
話
題
か
ら
み
え
る
世

相
や
時
代
の
空
気
、
そ
し
て
当
時
の
話
し
言
葉
に
近
い
日

本
語
の
使
わ
れ
方
な
ど
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

令
和
６
（
２
０
２
４
）
年
８
月
の
全
期
間
の
本
文
テ
キ

ス
ト
公
開
直
後
か
ら
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
Ｘ
：
旧T

w
itter

）
で
は
、

政
治
史
、
政
治
思
想
史
や
地
方
史
な
ど
の
研
究
に
役
立
つ

と
い
う
歓
迎
の
声
、
国
語
資
料
と
し
て
価
値
が
高
い
と
い

う
評
価
、
こ
れ
ま
で
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
を
探
せ

そ
う
で
楽
し
み
と
い
っ
た
期
待
を
寄
せ
る
言
葉
が
見
受
け

ら
れ
ま
し
た
。
政
治
家
に
限
ら
ず「
夏
目
漱
石
」や「
雪
舟
」

な
ど
の
人
名
、「
洗
足
」「
函
館
」
な
ど
の
地
名
や
駅
名
、「
源

氏
物
語
」
な
ど
の
作
品
名
、「
映
画
」「
関
税
」「
焼
畑
」「
フ
ァ

ン
」
な
ど
の
一
般
名
詞
と
い
っ
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
単
語
で

の
検
索
が
行
わ
れ
て
お
り
、
方
言
の
用
例
を
さ
が
す
た
め

に
使
用
し
た
例
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
発
言
に
含
ま
れ
る
言

葉
を
検
索
で
き
る
こ
と
で
、情
報
源
の
海
が
大
き
く
広
が
っ

た
と
感
じ
て
く
だ
さ
っ
た
方
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

帝
国
議
会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
を
、
多
様
な
研
究
へ

の
扉
を
ひ
ら
く
ツ
ー
ル
と
し
て
役
立
て
て
い
た
だ
け
る
こ

と
を
期
待
し
つ
つ
、
今
後
も
シ
ス
テ
ム
の
機
能
充
実
に
努

め
ま
す
。

帝国議会会議録検索システムの収録対象について
　帝国議会では、逐語的に記録する速記録だけでなく、議事の要点をまとめた議事録など、さまざまな種類の
会議の記録が作成されました。「帝国議会会議録検索システム」には、このうち帝国議会の本会議及び委員会
の速記録が収録されています。本会議では原則的に速記録が作成されたのに対し、委員会では速記録が作成
されない場合があり、速記を付す範囲は院や委員会、回次によって相当の差がありました。
 ▼貴族院　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    ▼衆議院

種類 回次 本システムの収録状況
本会議 速記録 第 1～ 92 回 収録

議事録 第 1～ 92 回 収録対象外
委員会 速記録 第 1～ 14 回 収録

第 15 ～ 92 回 （※１）
会議録 第 1～ 14 回 収録対象外

第 15 ～ 92 回 収録

（※１）：衆議院では、第 15 回以降、委員会の速記録が委員会の会議録（議事の要点がまとめられた記録）に編入されました。
参考文献：葦名ふみ「「国会会議録」前史―帝国議会　議事録・委員会の会議録・速記録・決議録の成立と展開―」『レファレンス』744, 2013.1, 
pp.53-83（https://dl.ndl.go.jp/pid/6019127/1/1）

種類 回次 本システムの収録状況
本会議 速記録 第 1～ 92 回 収録

議事録 第 1～ 92 回 収録対象外
委員会 速記録 第 1～ 92 回 収録

会議録 第 1～ 92 回 収録対象外
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 　検索事例・画面の紹介

キーワード検索では、発言のほか、会議の名称、発言者の氏名など、幅広くキーワードで検索できます。ひらがなと
カタカナ（例：あ・ア）、大文字と小文字（例ツ・ッ）の区別を行わないので、どちらを入力してもヒットします。

「クリスマス」を検索し、帝国議会ではじめてクリスマスが登場する速記録を調べてみましょう。

検索結果の中で「日付：古い順」に設定し、
表示します。
一番古い速記録は、明治 36（1903）年のも
のです。

「該当箇所を展開」します。

「クリスマス」を検索します。

キーワード検索

検索した語がハイライトされて表示されます。
発言者名と発言番号の書かれた部分をクリック
すると発言の一部が表示されます。
※すべての箇所を展開したい場合は、「該当箇所をす
べて展開」することもできます。

「くりすますかーど」がクリスマスの語の初出で、
次のテキストを見ることができます。

「それからクリスマスカード、名刺なども洒落れた
人は是

これ

［セルロイド］で造りますとか（中略）此
この

セルロイドを造りますに付ては樟
しょうのう

脳は必要欠くべ
からざる原料となって居るので、品質の良いセル
ロイドになると（中略）殆ど半分ぐらいまでは此

この

セルロイドを使はなければならぬことになって居
ります」

セルロイド製品の一つとしてクリスマスカードが
紹介されています。セルロイドの製造には樟脳
が必要不可欠でした。当時、日本の樟脳は全世
界に輸出されていました。カードがセルロイド

だったなんて‼
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詳細検索では、発言、発言者、回次や会議名など、検索項目を指定して検索できます。探したい検索条件がはっき
りしている場合は、詳細検索が便利です。大正 14（1925）年の第 50 回帝国議会で普通選挙法が成立しました。
当時の加藤高明首相による、普通選挙法の提案理由を、今回は衆議院の速記録の中から探してみましょう。

検索語に「普通選挙」、発言者名に「加藤
高明」、院名を「衆議院」、帝国議会回次を「50
回のみ」と指定して検索をします。

「厳密な検索」はチェックをオフにして下さい。
旧字、新字を区別なく検索できます。（「普通
選挙」で検索しても「普通選擧」がヒット）

詳細検索

検索結果が複数ある場合は希望の箇所を
選んで表示できます。

「詳細検索」を選び、詳細検索画面を開きます。

第 50 回帝国議会の冒頭、衆議院本会議
で加藤高明首相は、普通選挙法の導入の
決意を述べています。

「今や正
まさ

に普通選挙の制を定め、周
あまね

く国民
をして国運進展の責任に膺

あた

らしむべきの秋
とき

であると信ずるのであります ( 拍手 ) 将
はたまた

又
近時の選挙の実情を見まするに、各種の
弊害続出し、憲政前途の為深憂に堪へざ
るものがあります、是等の弊害を匡

きょうせい

正し、
選挙の公正を完く致しまするは、憲政の基
礎を鞏

きょうこ

固にする所以であると信じます」

11 国立国会図書館月報 764号 2024.12



帝国議会時代には、議場から発言者へ賛意を表す際には「ヒヤヒヤ」（Hear! Hear!）、反対を表明する際には「ノ
ウノウ」（No! No!）といった掛け声がかけられていました。速記録にはこのような掛け声も記録されています。「ヒヤ
ヒヤ」には複数の表記があります。検索式を使って、明治 39（1906）年に成立した鉄道国有法の法案審議で、「ヒ
ヤヒヤ」と掛け声が掛けられた速記録を探してみましょう。

速記録での活字の表記には、「ヒヤヒヤ」と「ヒ
ヤ

く

」の 2 種類があり、「

く

」が使われて
いる場合は、OCR で読み取れなかったことか
ら、テキストでは「ヒヤ〓〓」と、踊り字部分が

「〓（ゲタ文字）」になっています。検索の方
法を「検索式」に設定した上で、「鉄道国有
法　AND （ヒヤヒヤ　OR　ヒヤ〓〓）」という
検索式で検索してみましょう。
※「ゲタ」と入力して変換すると「〓」が出てきます。

左は佐々友房衆議院議員の発言部分です。

「私は此
この

鉄道国有法案に賛成の一人であります、
諸君、此

この

振古未曽有の大戦役［注：日露戦争］
の後に於

お

きまして、戦後の大
だいけいりん

経綸を為さなくては
ならぬときに於きまして、此

この

大法案の提出を見る
と云ふことは吾〓先

まず

以
もっ

て、我心を得たりと云ふ
外ないのである (「ヒヤ〓〓」と呼ふ者あり )」

検索式による検索

「ヒヤ〓〓ト呼フ者アリ」
の部分の画像（PDF）

検索結果が表示されます。検索結果の中から
希望の箇所を選び、「該当箇所を展開」すると、
発言の一部が表示されます。

該当箇所を展開した画面
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『官報』号外に掲載される速記録
　第 1 回帝国議会の「衆議院議事速記録」第 1 号は、明治 23（1890）年 12 月 3 日に『官報』
附録として刊行されました（「貴族院議事速記録」第 1 号は 12 月 5 日）。
　本会議の議事速記録が『官報』に掲載されることになった経緯には、貴衆両院の書記官長から官
報局長に「帝国議会の速記録を日々 官報附録として刊行したいと考えているが差し支えないか」とい
う旨の照会があり、これを官報局長が承諾したといった事実があるようです。
　第 1 回帝国議会の間、貴衆両院の本会議の議事速記録は基本的に『官報』附録の扱いで、日曜・
祝祭日のみ『官報』号外でした。第 2 回以降は、すべてが『官報』号外として発行されるようにな
りました。この刊行形態が引き続くかたちで、現在も、国会両院（衆議院・参議院）の本会議の会
議録は、『官報』号外として発行されています。
参考文献：葦名ふみ「「国会会議録」前史―帝国議会　議事録・委員会の会議録・速記録・決議録の成立と展開―」『レファレン
ス』744, 2013.1, pp.53-83（https://dl.ndl.go.jp/pid/6019127/1/1）; 大山英久「帝国議会の運営と会議録をめぐって」『レファ
レンス』652, 2005.5, pp.32-50（https://dl.ndl.go.jp/pid/999894/1/1）; 大蔵省印刷局編『官報百年のあゆみ』1983, p.290

（https://dl.ndl.go.jp/pid/11933591/1/177）; 日本速記協会『日本速記百年記念誌』1983, 年表 p.14.（https://dl.ndl.go.jp/
pid/12278727/1/285）

目次、索引を使った調べ方も便利です。目次には、議題やその細目が掲載され、索引には、法律案、決議案といっ
た件名や発言者ごとの索引が掲載されています。それぞれ該当する速記録へのリンクもあります。
詳細検索画面では、目次・索引に限定した検索もできます。全文検索で検索結果が多い場合はこちらもお試しください。

目次・索引を使った検索

詳細検索画面で目次・索引の
みにチェックを入れます。
調べたい回次を指定できます。

（画面は第４１回を指定）

第４１回帝国議会貴族院本会議の議事速記録の目次

検索結果から目次や索引に移
動できます。

第４１回帝国議会貴族院本会議の議事速記録の索引
ページ数のリンクから速記録に移動することができます。 日付やページ数のリンクから速記録に移動することができます。
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テキスト表示画面では、本文テキストから一つ一つの発言が切り分けられて表示されます。下記画面は、昭和 4
（１９２９）年の第 56 回帝国議会、貴族院の本会議です。幣原喜重郎議員が、外交についての質疑を行っています。
画面は、徳川家達貴族院議長とのやり取りの場面です。

テキスト表示画面の機能

「PDF」を押すと
画像（PDF）表示
画面が開きます。

画面左上部では、キーワードや発言者名で絞り込み検索ができます。

画面上部の「テキスト印刷用ファイル出力」を押すと、表示
している速記録のテキストファイルをダウンロードできます。

発言

発言

発言

発言

発言

◇  発言目次にあるチェックボックスで選択するか、発言 No. の範囲を数字とハイフンで入力して、
「指定した発言をダウンロード」ボタンを押すと、指定した発言のみをダウンロードすることも
できます。

◇  発言者名の右にある　　を押すと、発言者情報（よみがな、所属会派など）が表示されます。

画面左下部には、発言目次があります。目次にある発言者名をクリックすると、右側の
テキスト表示領域に該当する発言が表示されます。

幣原喜重郎議員の発言者情報
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さまざまなレイアウトへの対応
　帝国議会の速記録には、多種多様なレイアウトがあります。下の画像は、段組が異なるレイアウトの例です。本会議・
委員会の種別、時期等によって、2 段、3 段、4 段、5 段と異なるレイアウトが採用されています。
　複雑なレイアウトの場合、読み取った文字をつないで一文にするときに、読み順や段落の範囲の認識間違いが
発生しやすくなります。 OCR による文字の認識が正しくとも、正しい文章のテキストが作成されないことが生じます。
AI-OCR によるテキスト化作業では、文字の認識向上に加えて、レイアウトの認識向上にも取り組む必要がありました。

発言の切り分け
　全期間本文テキスト公開の前から、発言目次や発言者情報は、すべての速記録で公開していました。これらは、平成
期に手作業で時間をかけて作成し、システムに投入したものです（本記事 p.8, 「全期間の画像公開」の節参照）。
　令和に入り、AI-OCR を使って作成した戦前・戦中期分の本文テキスト公開時には、投入済の発言目次や発言者情報
を活かせる投入プログラムを開発しました。これにより、本文テキストを一つ一つの発言に切り分けた上で、発言目次や
発言者情報との紐づけを自動的に行えるようにしました。発言の切り分けは、「○」＋「発言者名」＋「　」（全角スペース）
のかたまりを目印としました。その目印をうまく読み取れなかったため、発言の切り分けと紐づけがうまくできていないところ
がありますが、順次修正予定です。

データ整備の苦労話

２段　　　　　　　　　　　　３段　　　　　　　　　　　　４段　　　　　　　　　　　 ５段

画像（PDF）表示画面 テキスト表示画面

発言単位の目印の一つである○をうまく読み取れず、
切り分けに失敗したため、一つ前の発言の続きである
かのように表示されてしまっている例です。
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速記者の苦労よもやま話

もう始まっている…！？
速記者が議場に着いた時には、なぜ
か討論が始まっていたこともありまし
た。とはいえ、速記者の到着を待って
会議を始める事の方が多かったようで
す。

本当に無理なんです

「もう一時間も前より速記者が非常に疲れて居るから、
どうかもう止めて戴きたいと云ふ申出がありました」

連日多くの委員会が開かれて、速記者たちは疲労困憊。
この10日ほど前には激務のあまり速記者たちが一斉
に欠勤するという事件も起きました。
（「衆議院速記者、突如罷業さわぎ」『東京朝日新聞』夕刊　昭和6
（1931）年 3月8日　当館請求記号YB-2）。

暑い、うるさい……

夏は空調（ファン＝扇風機）の音
が邪魔をして、声が聞き取りづら
かったようです。

議場で飛び交う発言を克明に書き取った速記録は、時に速記者自身の苦労すらも私たちに教えてくれます。

「貴族院速記係室」『帝国貴衆両院写真画帖』東京タイプ社 , 1917 
当館請求記号 AZ-244-M8

第
43
回
帝
国
議
会
貴
族
院
所
得
税
法
改
正
法
律

案
外
六
件
特
別
委
員
会
議
事
速
記
録　
第
１
号　

大
正
９
（
１
９
２
０
）
年
７
月
15
日　
３
頁

写
真
で
み
る

往
年
の
速
記
者
た
ち

第
59
回
帝
国
議
会
衆
議
院
小
作
法
案
委
員
会
議
録

第
16
号　
昭
和
６
（
１
９
３
１
）
年
３
月
17
日　
41
頁　

第
１
回
帝
国
議
会
衆
議
院
予
算
委
員
会
速
記
録 

第
10
号　
明
治
23
（
１
８
９
０
）
年
12
月
22
日　
１
頁
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みんな速記をつけたい
委員会の数に対して速記者の人手が足りないこ
ともありました。
どの会議に速記をつけるか、委員会と事務局の
間で交渉が行われることもあったようです。速
記者が配置されなかった委員会では、開会を延
期したり、概要を記す「筆記」で記録を取った
りといった措置がとられました。

（浅川隼等編『日本速記五十年史  速記発表五十週年記念』
日本速記協会 , 昭和 9（1934）年　120 頁
 https://dl.ndl.go.jp/pid/1225346/1/66）

議員が語る速記の意義
議員自身が、速記を残すことの重要性を論じています。100年以
上昔の発言ですが、今でもその趣旨は古びていません。

「人の言論は一度で消えますが、幸ひにもそれが速記に残って居
る故、其跡を尋ねて政府の人も議員もそれに依って意見を闘はし、
更に政治上に力を為し得るのであります」

［p.７の扉絵出典］［p.１７の絵の出典］
五姓田芳柳「第二十二議会」『帝国画報』
第 2 年 (2), 冨山房 , 1906.2＜雑 53-11 イ＞

［イラスト出典］
p.８　登山者　 silhouette illust
https://www.silhouette-illust.com/illust/20324
p.８　積み上げた本　silhouette illust
https://www.silhouette-illust.com/illust/38055p.１０　
p.１０　クリスマス　いらすとや
https://www.irasutoya.com/2015/12/blog-post_90.
html
https://www.irasutoya.com/2015/11/blog-post_607. 
html
p.１５　悩む・考える人　silhouette illust
https://www.silhouette-illust.com/illust/35083
p.１６　走る人　Print Out Factory
https://www.printout.jp/CL/CRC/PI/037/CL-CRC-
PI-037.html 「衆議院速記課」   『帝国貴衆両院写真画帖』東京タイプ社 , 1917 

当館請求記号 AZ-244-M8

第
36
回
帝
国
議
会
衆
議
院
地
租
条
例
中
改
正
法
律
案
外
二
件
委
員
会

委
員
会
議
録　
第
２
号　
大
正
４
（
１
９
１
５
）
年
５
月
28
日　
１
頁

第
45
回
帝
国
議
会
衆
議
院
速
記
者
ノ
養
成
及
優
遇
ニ
関
ス
ル
建
議
案
委

員
会
議
録　
第
１
号　
大
正
11
（
１
９
２
２
）
年
３
月
23
日　
５
頁

ご紹介した例は、いずれも帝国議会会議録検索システムで
ご覧になれます。ぜひ気軽にお試しください。
帝国議会会議録検索システム
https://teikokugikai-i.ndl.go.jp/
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https://dl.ndl.go.jp/pid/1225346/1/66
https://www.silhouette-illust.com/illust/20324
https://www.silhouette-illust.com/illust/38055p.１０ p.１０ クリスマス いらすとや
https://www.silhouette-illust.com/illust/38055p.１０ p.１０ クリスマス いらすとや
https://www.irasutoya.com/2015/12/blog-post_90.html
https://www.irasutoya.com/2015/12/blog-post_90.html
https://www.irasutoya.com/2015/11/blog-post_607.html
https://www.irasutoya.com/2015/11/blog-post_607.html
https://www.silhouette-illust.com/illust/35083
https://www.printout.jp/CL/CRC/PI/037/CL-CRC-PI-037.html
https://www.printout.jp/CL/CRC/PI/037/CL-CRC-PI-037.html
https://teikokugikai-i.ndl.go.jp


Ludo-musica 
音楽からみるビデオゲーム
文化庁・メディア芸術コンソーシアムJV
事務局・立命館大学ゲーム研究センター刊
2021.2
45 p ; 28 cm
<請求記号  KD958-M176>

　
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
に
と
っ
て
音
楽
が
重
要
な

要
素
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
は
、
ゲ
ー
ム
の

プ
レ
イ
経
験
が
あ
る
方
に
は
大
方
同
意
い
た

だ
け
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
個
人
的
に

は
、
昔
遊
ん
だ
ゲ
ー
ム
の
音
楽
を
耳
に
す
る

と
、
す
ぐ
に
そ
の
音
楽
が
流
れ
て
い
た
ゲ
ー

ム
内
の
情
景
―
―
広
大
な
原
野
、
旅
の
途
中

で
訪
れ
た
宿
屋
、
因
縁
の
敵
と
の
最
終
決
戦

―
―
が
ま
ざ
ま
ざ
と
思
い
浮
か
ぶ
。

　

２
０
２
１
年
１
月
27
日
～
２
月
26
日
、
文

化
庁
な
ど
の
主
催
で
、「Ludo-M

usica

～

音
楽
か
ら
み
る
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
～
」
と
題
す

る
オ
ン
ラ
イ
ン
の
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
。

本
展
覧
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
す

る
と
、「
展
示
」
さ
れ
て
い
る
ゲ
ー
ム
音
楽

に
つ
い
て
、
解
説
を
読
む
だ
け
で
は
な
く
、

実
際
に
そ
の
音
楽
を
再
生
し
て
聴
く
こ
と
が

可
能
だ
っ
た
。
本
書
は
、
こ
の
実
験
的
な
展

覧
会
の
記
録
で
あ
り
、
本
展
覧
会
の
キ
ュ

レ
ー
タ
ー
で
あ
る
尾お
ば
な鼻
崇
に
よ
る
キ
ュ
レ
ー

タ
ー
ズ
ノ
ー
ト
、
各
ゲ
ー
ム
音
楽
を
推
薦
し

た
有
識
者
に
よ
る
各
音
楽
の
解
説
、
そ
の
他

の
寄
稿
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

本
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
ゲ
ー
ム
音
楽
は

全
９
曲
と
多
く
は
な
い
も
の
の
、
ゲ
ー
ム
音

楽
の
歴
史
や
ゲ
ー
ム
と
音
楽
の
関
係
性
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
と
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
中
で
発
売
の
年
が
最
も
古
い

ゲ
ー
ム
『
ニ
ュ
ー
ラ
リ
ー
Ｘ
』（
１
９
８
１
）

の
音
楽
は
、
ゲ
ー
ム
音
楽
黎
明
期
を
代
表
す

る
も
の
だ
。
そ
れ
以
前
の
ゲ
ー
ム
で
は
、
サ

ウ
ン
ド
は
効
果
音
の
み
、
あ
る
い
は
音
楽
が

流
れ
て
も
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
み
と
い
っ
た
場

合
が
多
か
っ
た
中
で
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
音
楽

が
流
れ
続
け
る
本
作
は
画
期
的
だ
っ
た
と

い
う
。
ま
た
、
発
売
の
年
が
最
も
新
し
い

ゲ
ー
ム『
フ
ァ
イ
ナ
ル
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
Ｘ
Ｖ
』

（
２
０
１
６
）
で
は
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
行
動

等
に
合
わ
せ
て
音
楽
を
自
然
に
変
化
さ
せ
る

こ
と
で
、
ゲ
ー
ム
へ
の
没
入
感
を
維
持
す
る

「
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
と

い
う
手
法
が
洗
練
さ
れ
た
形
で
取
り
入
れ
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
他
に
も
、「
リ
ズ
ム
ア
ク

シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
を
確
立

し
た
『
パ
ラ
ッ
パ
ラ
ッ
パ
ー
』（
１
９
９
６
）

や
、
音
の
み
で
プ
レ
イ
す
る
と
い
う
独
自
の

ゲ
ー
ム
体
験
を
提
供
し
た
『
リ
ア
ル
サ
ウ
ン

ド
～
風
の
リ
グ
レ
ッ
ト
～
』（
１
９
９
７
）

な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
ゲ
ー
ム
音
楽
が

紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

キ
ュ
レ
ー
タ
ー
ズ
ノ
ー
ト
や
寄
稿
で
は
、

ゲ
ー
ム
音
楽
の
保
存
・
展
示
の
課
題
も
提
示

さ
れ
て
い
る
。
ゲ
ー
ム
音
楽
の
う
ち
、
サ
ウ

ン
ド
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
形
で
記
録
さ
れ
て
い

る
も
の
は
ご
く
一
部
で
あ
り
、
ゲ
ー
ム
を
プ

レ
イ
す
る
こ
と
で
し
か
聴
く
こ
と
が
で
き
な

い
音
楽
は
多
い
。
ま
た
、
ゲ
ー
ム
の
複
雑
な

権
利
関
係
が
保
存
や
利
用
の
壁
と
な
る
こ
と

が
あ
る
。
さ
ら
に
、
冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う

に
、
そ
も
そ
も
ゲ
ー
ム
音
楽
は
ゲ
ー
ム
自
体

の
プ
レ
イ
体
験
と
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
い

て
お
り
、「
ゲ
ー
ム
音
楽
の
保
存
・
展
示
」
は
、

音
楽
の
み
の
保
存
・
展
示
に
と
ど
ま
ら
な
い

可
能
性
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

　

ゲ
ー
ム
音
楽
の
豊
か
さ
を
感
じ
な
が
ら
、

そ
の
豊
か
な
文
化
を
ど
の
よ
う
に
繋
い
で
い

く
か
と
い
う
課
題
に
も
目
が
向
く
一
冊
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
磯
部
　
結ゆ

め萌
）

国立国会図書館は、法律によって定められた納本制度により、日本国内の出版物を広く収集しています。
このコーナーでは、主として取次店を通さない国内出版物を取り上げて、ご紹介します。
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　太平洋戦争開戦前、米国は日本を軍事的に過小評価していたと言われています（1）。しかし日本が真珠湾を攻撃しフィリピ

ン占領にも成功した頃には、米国は敵国日本に対する認識をあらため、実践的な戦略分析を行うべく日本語専門家の養成プロ

グラムを整備し、本格的な対日諜報活動に着手していました（2）。

　2023 年 8 月（一部は 2024 年 5 月）からデジタルコレクションで公開している（3）「米海兵隊鹵獲日本文書」は、そうした

米国側の諜報活動に使用された日本の公文書や日本軍将兵らの手帳、日記等 449 点からなります。それらは、主にガダルカ

ナル島や硫黄島の戦いにおいて米軍に鹵獲（戦場において敵から兵器などを獲得すること）されたもので、現在は「海兵隊文

書」として米国国立公文書館で公開されています。数十万点に上ると見られる鹵獲資料（4）のうち、不要とされた文書類の大

半は処分されたと考えられますが（5）、残った文書のうち一部が占領期接収資料と共に日本に返還されたほか、戦犯関係の資料、

あるいは各機関由来の資料として保管されることになりました。この「米海兵隊鹵獲日本文書」もそうした経緯で「海兵隊文

書」の一部に含まれることになったと推察されます（6）。

　国立国会図書館では 2007 年度と 2022-2023 年度の二度にわたって、これらの資料のデジタル撮影を行いました。2022

年度に原本の撮影を担当した者として、これらが「敵国」を知るための米軍の鹵獲品であった過去を振り返りながら、当時の

日本兵の言葉を直に伝える稀有な史料としての現代的価値をお伝えしたいと思います。

吉家　あかね

「敵」を知ること、「おのれ」を知ること
―米国国立公文書館所蔵「米海兵隊鹵

ろ か く

獲日本文書」 : 
　　　米軍が日本軍から接収した文書類をめぐって―
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諜
報
戦
に
お
け
る
日
本
語
文
書

こ
の
「
米
海
兵
隊
鹵
獲
日
本
文
書
」
に

は
、『
海
軍
公
報
』
や
各
種
規
則
類
、
作

業
日
誌
、
訓
示
、
部
隊
レ
ベ
ル
の
命
令
・

作
戦
文
書
、
陣
中
日
誌
、
本
部
へ
の
報
告

書
類
と
い
っ
た
公
的
な
文
書
か
ら
、
個
人

の
日
記
や
書
簡
、
遺
書
、
慰
問
文
と
い
っ

た
私
的
な
も
の
ま
で
、
様
々
な
種
類
の
文

書
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
多
く
は
、

ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
と
硫
黄
島
の
旧
日
本
軍

陣
地
や
、
捕
虜
と
な
っ
た
か
戦
死
し
た
将

兵
ら
か
ら
奪
わ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
、
資

料
に
あ
る
銃
弾
の
貫
通
痕
や
血
痕
ら
し
き

褐
色
な
ど
は
、
そ
の
凄
惨
な
戦
況
を
伝
え

て
い
ま
す
。

太
平
洋
戦
争
序
盤
は
、
捕
虜
と
な
る
日

本
兵
が
少
な
く
、
尋
問
か
ら
得
ら
れ
る
情

報
が
乏
し
か
っ
た
た
め
、
鹵
獲
文
書
は
情

報
源
と
し
て
重
視
さ
れ
ま
し
た
。
ガ
ダ
ル

カ
ナ
ル
島
の
戦
い
で
は
、
米
兵
が
日
本
兵

の
所
有
物
を
奪
い
記
念
品
と
し
て
持
ち
帰

る
ケ
ー
ス
が
後
を
絶
た
な
か
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
貴
重
な
情
報
源
が
失
わ
れ
る
こ
と

を
危
惧
し
た
諜
報
部
門
が
兵
に
対
し
、
日

本
語
が
書
か
れ
た
も
の
を
す
べ
て
提
出
す

る
こ
と
の
重
要
性
を
説
い
た
と
い
う
話
が

残
っ
て
い
ま
す（

７
）。

鹵
獲
さ
れ
た
文
書
の
う
ち
、
緊
急
の

対
策
が
必
要
な
作
戦
計
画
等
は
前
線
に

あ
る
時
点
で
翻
訳
・
共
有
さ
れ
、
作
戦
に

反
映
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
連
合
国
翻
訳

通
訳
部
（the A

llied T
ranslator and 

Interpreter Section : 

Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
）
や

太
平
洋
地
域
統
合
情
報
局
（the Joint 

Intelligence Center Pacific O
cean 

A
rea : 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
）
と
い
っ
た
後
方

の
諜
報
部
隊
に
送
付
さ
れ
た
文
書
は
、
重

要
と
み
な
さ
れ
た
も
の
か
ら
翻
訳
さ
れ
、

そ
の
全
訳
や
抜
粋
、
あ
る
い
は
概
要
や
分

析
が
各
諜
報
機
関
の
公
報
（Bulletin

）
を

は
じ
め
と
す
る
報
告
書
類
に
掲
載
さ
れ
ま

し
た
。
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
の
公

報
を
参
照
す
る
限
り
で
も
、
部
隊
編
成
か

ら
糧り

ょ
う
ま
つ秣や
銃
器
情
報
に
至
る
ま
で
様
々
な

情
報
が
収
集
さ
れ
、
分
析
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
。

図
１
左
に
挙
げ
た
「
勇
教
訓
第
一
號
」

英
訳
文
書
の
鑑
に
は
次
の
よ
う
な
注
意
事

項
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
こ
れ
ら
が
敵
の
不
利
に
な
る
よ
う
使

わ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
と
、
情
報

源
が
絶
た
れ
て
し
ま
う
。
こ
こ
に
あ
る
情

報
の
取
り
扱
い
に
は
、
細
心
の
注
意
を
払

う
こ
と
。」

ア
メ
リ
カ
が
情
報
漏
洩
を
最
大
限
に
警

戒
し
て
い
る
の
と
は
対
照
的
に
、
日
本
側

の
防
諜
意
識
の
低
さ
は
し
ば
し
ば
指
摘
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
す（

９
）。
日
本
の
軍
事
郵
便
に

は
検
閲
が
あ
り
ま
し
た
が
、
戦
場
で
の
防

諜
対
策
は
ほ
と
ん
ど
と
ら
れ
て
お
ら
ず
、

た
と
え
ば
日
記
に
も
時
折
伏
字
が
使
わ
れ

る
程
度
で
、
防
諜
教
育
が
徹
底
さ
れ
た
形

跡
が
あ
り
ま
せ
ん
。
一
因
と
し
て
、
日
本

図１　「勇教訓第一號」の原文書と英訳文書
（上）第二師團参謀部「勇教訓第一號 : 對敵行動ノ参考」（昭和 17（1942）年 10 月7日付）
（米海兵隊鹵獲日本文書）　https://dl.ndl.go.jp/pid/13437431/1/2
文書の右上に記された米軍側のメモによると、ガダルカナルで鹵獲された後すぐの、10 月か 11
月30日に翻訳されたことがわかります。この文書では、敵機による発見を回避する方法や、ジャ
ングル内を前進する方法等が指示されています。「最後ノ勝利ハ常ニ白兵力ニ在ルヲ忘ルベカラ
ズ」という一文が含まれていますが、近年の研究では、こうした白兵戦術への依存が日本軍の大
きな敗因のひとつとされています（８）。

（左）“Captured Documents and Materials - Guadalcanal Original Folder No. C15-3” 
（「米海兵隊太平洋戦争文書」）＜請求記号 MCJ 01560-01563> に収められた同文書の英
訳。参考情報として関連部署に配布されました。1943 年 1 月1日付。
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語
の
読
解
が
で
き
る
米
兵
は
い
な
い
は
ず

だ
と
い
う
先
入
観
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
多

く
の
日
系
二
世
を
起
用
し
、
日
本
語
を
解

す
る
要
員
を
ひ
そ
か
に
育
成
し
て
い
た
米

軍
に
と
っ
て
は
好
都
合
な
状
況
で
し
た

（
１
０
）。

図
２
の
古
宮
大
佐
の
ノ
ー
ト
は
日
本
語

を
第
一
言
語
と
し
て
い
た
と
し
て
も
判
読

し
難
い
箇
所
も
多
く
あ
り
ま
す
が
、
一
部

を
除
き
す
べ
て
英
訳
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
個
人
所
有
の
メ
モ
や
日
記
は
乱
筆

で
あ
っ
た
り
、
草
書
で
記
さ
れ
た
り
す
る

こ
と
が
多
く
、
翻
訳
に
は
非
常
に
高
度
な

日
本
語
読
解
力
と
経
験
知
が
必
要
と
さ
れ

ま
す
。
米
海
軍
と
陸
軍
そ
れ
ぞ
れ
が
設
け

た
日
本
語
学
校
の
学
習
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

は
草
書
体
の
習
得
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た

が
、
語
学
兵
と
し
て
日
系
二
世
を
重
用
し

て
い
た
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
で
も
、
実
践
レ
ベ
ル

で
草
書
を
読
め
る
兵
は
約
16
％
に
過
ぎ
な

か
っ
た
よ
う
で
す

（
１
１
）。 

図 2　歩兵第２９連隊長古宮正次郎大佐のノートの原文書と英訳文書
（上）古宮大佐のノート（米海兵隊鹵獲日本文書）　国立国会図書館永続的識別子 info:ndljp/pid/13437448, 43,44コマ目
上官や部下への遺言や敵包囲下の脱出計画などが綴られています。

（下）“Captured Documents and Materials - Guadalcanal Original Folder No. C15-3” （「米海兵隊太平洋戦争文書」）＜請求記号 MCJ 01560-
01563> に収められた同文書の英訳。作成日不明。
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日本 語 文 書の徹 底 的 「 有 効 利 用」（エクスプロイテーション）

　下の写真は、1944 年 12 月に連合国翻訳通訳部（ATIS）が日本語文書の専門家育成のために
作成したマニュアルです。

The Exploitation of Japanese Documents. ATIS Publication No. 6　https://dl.ndl.go.jp/pid/9884477

　このマニュアルの冒頭には興味深い指摘があります。日本語には表意文字が多く同音語が多いた
め、日本人は自然に視覚から知識を得るようになり、文書に過度に依存する傾向があること、詳細な
報告に執着する習慣があること等が挙げられています。日本語文書独特のレトリックについても言及が
あり、たとえば「退却」を「転進」と言い換える例を添えながら、字句を字義どおり解釈しないよう
注意が促されています。
　そのほか、鹵獲文書によくある資料が類型化され、それぞれの特徴が解説されたうえで、典型的
な書式と翻訳の模範例が添えられています。以下に挙げるのは、マニュアル内にある解説箇所と、「米
海兵隊鹵獲日本文書」内に見られる該当書式の一例です。

（注）例示した「米海兵隊鹵獲日本文書」由来の資料はこのマニュアルが完成する前に翻訳・分析されたもので
あり、さらに翻訳担当機関が異なるため、このマニュアルに沿って処理されたわけではありません。

＜伝令メモ＞
性質上判読困難なものが多いですが、最も重要な戦略的価値を持つとされました。

The Exploitation of Japanese 
Documents. ATIS Publication 
No. 6　https://dl.ndl.go.jp/
pid/9884477

丸山政男 ( 第 2 師団長 ) によるルンガ河周辺行軍に関する指令の聞書（米海兵隊鹵獲日本文書）　
https://dl.ndl.go.jp/pid/13437955
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The Exploitation of Japanese 
Documents. ATIS Publication 
No. 6　https://dl.ndl.go.jp/
pid/9884477

＜軍事郵便貯金通帳＞
明確な軍事的価値が認められないような文書についても隈なく解説されています。

軍事郵便貯金通帳（米海兵隊鹵獲日本文書）
https://dl.ndl.go.jp/pid/13437428

＜部隊編成表＞
複数時点を比較すると部隊の変遷を追うことができるため、敵部隊の戦力分析や、状況変化に応じ
た戦略作成に使用されたほか、捕虜の証言の真偽判断にも活用されました。

The Exploitation of Japanese Documents. ATIS Publication No. 6　https://dl.ndl.go.jp/pid/9884477

（左）岡待機部隊第二中隊編成表 . 昭和 17（1942）年 8 月18日（米海兵隊鹵獲日本文書）　https://dl.ndl.go.jp/pid/12904132
（右）124th Infantry 2nd Company Organization Chart（米海兵隊鹵獲日本文書）　https://dl.ndl.go.jp/pid/12904136
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ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
の
読
ん
だ

日
記２

０
１
９
年
に
亡
く
な
っ
た
日
本
文
学

者
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
は
、
米
海
軍
日
本

語
学
校
で
学
び
、
後
に
語
学
将
校
と
し
て

鹵
獲
文
書
の
翻
訳
を
担
当
し
た
こ
と
で
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
キ
ー
ン
に
よ
る
と
、
海

軍
日
本
語
学
校
に
は
１
９
４
２
年
２
月
に

入
学
し
、
11
か
月
間
で
「
な
ん
と
か
日
本

語
を
読
み
、
話
し
、
書
く
と
こ
ろ
ま
で
漕

ぎ
つ
け
」、
さ
ら
に
は
「
も
っ
と
古
典
的

な
日
本
語
や
、
草
書
の
字
体
ま
で
、
あ
る

程
度
は
も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き
た

（
１
２
）」
の

だ
そ
う
で
す
。

「
米
海
兵
隊
鹵
獲
日
本
文
書
」
に
は
日

本
軍
側
の
文
書
だ
け
で
な
く
、
米
軍
側

の
英
訳
草
稿
や
メ
モ
が
混
じ
っ
て
い
ま

す
。
そ
う
し
た
米
軍
側
の
文
書
の
な
か
に
、

キ
ー
ン
が
担
当
と
し
た
と
思
わ
れ
る
英
訳

草
稿
（
図
３
）
が
あ
り
ま
す
。

文
書
の
右
上
隅
に
「Ensign

（
少
尉
）D. 

L. K
eene

」
の
署
名
が
あ
り
ま
す
。
下
部

に
「
１
９
４
２
年
２
月
19
日
に
太
平
洋
地

域
情
報
局
（
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ: Intelligence 

Center, Pacific O
cean A

rea

）
で
翻

訳
さ
れ
た
」
と
あ
り
ま
す
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｐ

Ｏ
Ａ
の
設
立
は
１
９
４
２
年
６
月
で
あ

る
こ
と
と
手
帖
の
内
容
な
ど
を
鑑
み
る

と
、
キ
ー
ン
が
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
に
赴
任
し
た

１
９
４
３
年
の
誤
記
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
１
９
４
３
年
２
月
と
い
え
ば
、
キ
ー

ン
が
本
格
的
に
日
本
語
学
習
を
開
始
し
て

一
年
経
過
し
た
頃
で
す
。「
リ
」
と
「
ソ
」、

カ
ナ
の
「
ニ
」
と
漢
数
字
の
「
二
」
を
混

同
し
て
カ
タ
カ
ナ
に
や
や
苦
戦
し
て
い
る

ら
し
い
の
と
、「
般
（
お
そ
ら
く
船
）」「
上

線
（
乗
船
）」
と
い
っ
た
誤
字
に
気
づ
い

て
い
な
い
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
が
、「
神

奈
縣
」
と
あ
る
の
を
「K

anagaw
a ken

」

と
正
し
く
と
ら
え
て
い
る
上
に
、
人
名

の
よ
み
に
も
誤
り
が
少
な
く
、
高
度
な

読
解
能
力
が
見
て
取
れ
ま
す
。
ま
た
、
餞

別
を
よ
こ
し
た
知
人
の
名
前
を
羅
列
し
た

ペ
ー
ジ
に
「
御
餞
別
受
帖
」
と
あ
る
の

を“A
s a parting gift, I received this 

notebook.”

（
餞
別
と
し
て
こ
の
手
帖
を

受
け
取
っ
た
）
と
し
た
の
は
誤
訳
で
は

あ
り
ま
す
が
、
キ
ー
ン
の
漢
文
の
素
養
が

垣
間
見
え
る
興
味
深
い
箇
所
で
す
。
さ
ら

に
経
験
を
積
ん
だ
後
の
キ
ー
ン
は
「
奇
妙

な
当
て
字
に
も
馴
れ
て
き
た
（
確
か
「
け

さ
ラ
バ
ウ
ル
に
月
ま
し
た
」
と
い
う
の
が

あ
っ
た
の
を
憶
え
て
い
る
）。
そ
の
う
ち

に
、
か
な
り
ひ
ど
い
筆
跡
の
日
記
さ
え
判

読
出
来
る
ほ
ど
、
私
は
日
記
読
み
の
い
わ

ば
達
人
に（

１
３
）」 

な
り
、
戦
後
に
は
、
草
書
で

書
か
れ
た
文
書
の
解
読
に
寄
与
し
た
と
し

て
海
軍
よ
り
表
彰
さ
れ
た
そ
う
で
す

（
１
４
）。

図 3　東部第二十二部隊福島部隊堀川隊第二小隊第四分隊所属兵の「従軍手帖」とその一部の英訳　国立国会図書館永続的識別子  
info:ndljp/pid/12904089, 814,794コマ目

24国立国会図書館月報 764号 2024.12



日
記
の
戦
略
利
用

兵
士
の
日
記
や
メ
モ
は
、
個
人
の
感
想

が
多
く
を
占
め
ま
す
が
、
そ
の
戦
略
的
価

値
は
軽
ん
じ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

兵
士
の
訓
練
内
容
、
出
港
元
か
ら
寄
港

先
、
航
路
、
船
舶
情
報
、
空
襲
を
受
け
る

様
子
な
ど
が
特
に
詳
細
に
拾
わ
れ
て
い
る

の
が
、「
米
海
兵
隊
鹵
獲
日
本
文
書
」
に

あ
る
多
く
の
日
記
か
ら
う
か
が
え
ま
す
。

兵
士
が
日
記
を
書
く
こ
と
を
許
し
て
い
た

こ
と
が
日
本
軍
敗
北
の
一
因
だ
と
す
る
元

語
学
兵
は
少
な
く
な
い
と
す
ら
言
わ
れ
て

い
ま
す

（
１
５
）。
先
述
の
日
本
語
文
書
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
よ
る
と
、
日
本
軍
の
退
却
が
進
む
こ

と
で
（
お
そ
ら
く
旧
陣
地
に
残
さ
れ
た
）

よ
り
公
的
な
文
書
を
鹵
獲
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
頃
に
は
日
記
が
も
た

ら
す
情
報
の
即
効
性
は
減
っ
た
そ
う
で
す

が
、
日
本
兵
の
士
気
や
心
理
分
析
等
に
は

変
わ
ら
ず
格
好
の
材
料
で
し
た
（
図
４
）。

こ
れ
ら
の
分
析
結
果
は
戦
後
の
占
領
政
策

立
案
に
活
か
さ
れ
、
日
記
の
記
述
は
戦
争

犯
罪
の
証
拠
と
し
て
採
用
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た

（
１
８
）。

一
方
、
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
は
、
そ

う
し
た
日
記
の
「
実
際
的
」
活
用
に
お
い

て
そ
の
一
翼
を
担
い
な
が
ら
も
、
日
本
兵

の
綴
る
言
葉
に
深
く
魅
了
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
あ
る
期
間
、
キ
ー
ン
の
主
な
仕
事
は

ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
で
鹵
獲
さ
れ
た
日
記
を

翻
訳
す
る
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
ら
の
日

記
を
読
み
心
を
打
た
れ
た
日
々
を
追
想
し

て
、
キ
ー
ン
は
こ
う
記
し
て
い
ま
す
。

「
か
り
に
そ
の
時
私
が
や
っ
て
い
た
こ

と
、
す
な
わ
ち
軍
事
的
情
報
を
得
る
た
め

に
敵
軍
か
ら
捕
獲
し
た
記
録
を
読
む
こ
と

が
、
私
が
現
に
読
ん
で
い
る
日
記
の
書
き

手
を
殺
す
た
め
の
手
助
け
だ
っ
た
と
し
て

も
、
私
が
そ
う
し
た
日
記
の
書
き
手
に
対

し
て
持
っ
た
同
情
の
念
は
、
戦
争
に
勝
つ

と
い
う
究
極
的
な
目
的
を
、
少
な
く
と
も

一
時
的
に
は
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
さ
え
し
た

の
で
あ
る

（
１
９
）。」 

「
た
ま
た
ま
手
に
し
た
日
記
に
、
何
等

軍
事
的
な
情
報
が
見
当
た
ら
な
い
時
で

も
、
大
抵
の
場
合
、
私
は
夢
中
に
な
っ
て

そ
れ
を
読
ん
だ
。
実
際
に
会
っ
た
こ
と
は

な
い
け
れ
ど
も
、
そ
う
し
た
日
記
を
書

い
た
人
々
こ
そ
、
私
が
初
め
て
親
し
く
知

る
よ
う
に
な
っ
た
日
本
人
だ
っ
た
の
で
あ

る
。
そ
し
て
私
が
彼
ら
の
日
記
を
読
ん
だ

頃
に
は
、
彼
ら
は
も
う
す
べ
て
死
ん
で
い

た（
２
０
）。」 

図 4　“Military intelligence in the Pacific, 1942-1946 microform : bulletins of the Intelligence Center, Pacific Ocean area, Joint Intelligence 
Center, Pacific Ocean area, and the Commander-In-Chief, Pacific and Pacific Ocean area.” ＜請求記号　YE-56＞
左の文書は、敵襲におののく日本兵の日記から 60 もの節を引用しながら、日本兵が米兵と同様に恐怖におびえる「人間」にすぎないことを強調し、
アメリカ兵が持つ恐怖心を和らげることを目的とした文書です。真珠湾攻撃からフィリピン占領、シンガポール攻略と戦線を拡大していく日本について、
戦前からの差別意識も相まって、日本人＝得体の知れない狂信的超人、といったイメージが跋

ば っ こ

扈するようになりました（16）。この「無敵」の日本のイメー
ジは、ミッドウエイ海戦における日本軍敗走以降も完全に消えてしまうことはなく、アメリカ兵の日本兵に対する恐怖心はそう簡単に打ち消せるもの
ではなかったようです（17）。

（左）“The Jap can be scared!” Bulletin #14-42 ( マイクロフィルム R2)
「ここに抄出する日記は、ライジングサンの国から来たちっぽけな男たちがいかに恐怖し、戦意を喪失するかを如実に示している。苦戦を強いられた時、日本兵
が恐怖に屈しうる普通の人間にすぎないことを思いだすためにも、全階級の軍人がこれを読むことを奨励する」

（右）“Debunking the Jap soldier” Bulletin #12-43 ( マイクロフィルム R3)
「開戦前は日本人を過小評価していたのが、ガダルカナルとニューギニアでの戦闘が進行するまではかれらを過大評価して超人 (superman)と称してしまった。そ
していま、ようやくかれらの正体が明らかになりつつあるのだ。第一に、日本人は超人ではない」
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（1942 年 5 月14日、横須賀、海軍第 11 設営隊）「も
う此が最後になるかも知れぬ。いや自分はまだそんなこ
とに成るとは思はぬ。戰ってきっと無事に帰ると信じてる。
いや帰らねばならぬ責任が夛 あ々るのだ。戰死するの
が国の為めぢやない。どこまでも生永らへ御国に盡すが
眞の御俸公。」
info:ndljp/pid/12903981, 77コマ目

（1942 年 5 月14日、旭川、
一木支隊）「向フハ何處。
我等ハ陛下ノ赤子トシテ君恩
ニ報イ、身ヲ捨テ其ノ任務ニ
奮闘スルバカリダ。明日アル
ト思フナヨ櫻花」
info:ndljp/pid/12904041, 9
コマ目

（1942 年 5 月 19 日、 門 司 港、
一木支隊）「アヽ 日本御国ヨシバシ
ノ別レ或永久ノ別カモシレヌ。山
水草木、綿雲モ（ママ）包マレタ
遠山ノ聖峯モ、谷間ヨリコン

〱

ト
湧出ル清浄ノ清水モ、人の心ヲナ
クサメル草花ヨサヨウナラ。又遠ク
ナル海岸ノ影色モ今日ハイツテ（マ
マ）ナク美クシイ。スレ違フ船モナ
ツカシイ船ハ次第ニ速力ヲ増シテ」
info:ndljp/pid/12904041, 11 コマ
目

＜出発から戦地まで＞

（1942 年 5 月11日、トラック島に向かう船上、
海軍第 11 設営隊？）「今日は曇りの為め割合に
涼しい。眞水で歯磨き海水で洗面する。涼しいの
は午前中だつた。夕食したら猛烈に暑くなる全く
やり切れなゐが自分も男一匹何んでこれ位で参る
ものか　菓子、キャラメルあり」
info:ndljp/pid/12904049, 17コマ目

（1944 年 5 月18日、硫黄島、
西 2716 部隊）「今日初めて
郷土の便りを受けた　一番の
楽しみである　誰も彼も大さわ
ぎだ　便りのない者は又淋し
想である　自分は幸ちやんが
くれたのが一本である　でも
大助りだ　戦友の前に顔が立
つ」
info:ndljp/pid/12904178, 31
コマ目

（1942 年 8 月15 日頃、トラック島、海軍第
11 設営隊？）「入浴時間に二分ばかりおくれて
しまつた小隊長殿より横づらをぴんたをくつたま
つたく痛いと思ふかんじと自分が悪いからだと云
ふ気持とこんなにしなくとも良かろうと云ふ気持し
かしなくてこうやらなくては団体の整理がつかな
いのかと思って今までの心を一層しき（ママ）し
めて軍人になつたつもりで」
info:ndljp/pid/13437444, 18コマ目

（1942 年 7 月18 日、グ
アム島、所属部隊不詳）

「（日本の歌を歌う現地の
子供は）日本の子供と何
等変つと（ママ）ところな
く上手に歌つて居る。可
愛いものだ。チヤモロ族。
やかで（ママ）学業も終
へ子供達は戸外の吾々兵
隊のところによつて来る。」
info:ndljp/pid/13437938, 
35コマ目

＜軍隊生活＞

（1942 年 6 月16 日頃、グ
アム島、一木支隊）「陸珍ら
しさに見る物

〱

皆ほしい様
な椰子もあるバナナやパイン
熱地の樹々果物も總てを見
た俺は南方に憧れて居たの
だ」
info:ndljp/pid/12904050, 
25コマ目

*p.26,27 に掲載されている資料はいずれも国立国会図書館内限定公開。
  翻刻部分の下の "info:ndljp" で始まる部分は国立国会図書館永続的識別子。

鹵
獲
さ
れ
た
日
記
よ
り
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日
記
を
読
み
な
お
す

本
来
、
ご
く
私
的
な
も
の
で
あ
る
は
ず

の
日
本
兵
ら
の
日
記
や
書
簡
が
、
ア
メ
リ

カ
の
公
文
書
と
し
て
長
く
保
管
さ
れ
て
き

た
の
は
歴
史
の
な
せ
る
不
思
議
な
巡
り
合

わ
せ
で
す
。
そ
し
て
こ
の
度
そ
の
デ
ジ
タ

ル
画
像
が
、
日
本
の
一
時
代
を
映
し
た
記

録（
２
１
）と
し
て
国
立
国
会
図
書
館
館
内
で
新

た
に
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
す
。
こ
こ
で
も
う
一
度
、
日
記
に
つ
い

て
キ
ー
ン
が
書
い
た
言
葉
を
借
り
て
み
ま

す
。「

他
人
の
目
に
触
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
、

ど
れ
ほ
ど
万
全
の
配
慮
を
し
て
み
て
も
、

い
つ
か
は
、
誰
か
に
読
ん
で
ほ
し
い
と
い

う
気
持
ち
も
、
ど
こ
か
心
の
片
隅
に
、
必

ず
動
い
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
。
日
記
を

つ
け
る
の
は
、
詩
を
書
く
の
に
似
て
、
一

種
の
告
白
的
行
為
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。

そ
し
て
告
白
と
い
う
も
の
は
、
誰
か
そ
れ

を
聴
い
て
く
れ
る
者
が
い
な
け
れ
ば
、
な

ん
の
意
味
も
持
た
な
い
の
で
あ
る

（
２
２
）。」 

こ
こ
に
日
本
兵
ら
が
書
き
遺
し
た
告
白

の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
は
今
、
現
在
と
ひ
と
続

き
の
時
代
に
生
き
た
日
本
人
―
―
「
お
の

れ
」
の
昔
の
す
が
た
を
伝
え
る
記
録
と
し

て
、
新
し
い
「
聴
き
手
」
に
開
か
れ
て
い

ま
す
。

（1942年3月5日頃、ジャワ島での夜襲後、
歩兵第 16 聯隊）「それから死んだ者をあ
つめてまづ一休を致しました寒くて

〱

身に
気がしみる様で有りましたなにしろ二日間は
食ないからはらはペコ

〱

です漸やくにして
気をやすめて飲にも着いた事も出来た自分
には始めての戦場で有りましたまわ（ママ）
戦友がやられた

〱

と云うと自分の生気持
はしません」
info:ndljp/pid/12904098, 8コマ目

（1942 年 9 月3日頃、ガダルカナル島上陸前
後、暁 2956 部隊）「敵ノ空爆ニ合カワラズ其
ノ心細サハ何トモ言ハレナカッタ（略）明ルクナ
ルト敵ノ飛行機ガ来ル事ハ間違無シト来テヰル
ノダカラタマラナイ」
info:ndljp/pid/12904055, 37コマ目

（1944 年 8 月8日、硫黄島、宮 7838 部隊）「島
ニハ野戰病院ハアルガ傳染病棟ガナイノデ傳染
病ニナレバホッテオクノデアル。全ク可哀想ダ、傳
染病ニナレバ死ヲマツバカリデアル。陸軍モ今少
シク兵隊ヲ大事ニシテ呉レテモヨイ」（朱入れは米
側による翻訳指示箇所）
info:ndljp/pid/12904166, 18コマ目

＜戦場＞

（1942 年 9 月24 日、ガ
ダルカナル島、佐藤部隊）

「とう

〱

きた展開点まで　
十七時總攻撃　きりゝ とし
めた手拭の上からしつかり
と鉄帽をかぶる　さあ出発
まで後十分　神よ守りたま
へ」
info:ndljp/pid/13437937, 
56,５７コマ目

（1942 年 9 月 3 日、 ガダルカナル 島 にて総
攻 撃を前に、 所 属 不 詳 ）「 母 上 様　 御 壮 健
に　何時

〱

までも　最後にお母さんと呼ばしてい
たゞ きます　天皇陛下万歳　母さん万歳」
info:ndljp/pid/13437726, 10コマ目

＜遺書＞

（日時不詳、ある陸軍少尉の同期生宛）「今度
は俺が行く　笑つて死ぬぞ　笑つて見てゐてく
れ　大平洋（ママ）の眞只中何の考へる事があ
らう　大君の御為全力を盡して死ぬだけだ　で
は御先きに　諸君の御武運長久を祈る」
info:ndljp/pid/13437634, 4コマ目
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撮 影 ・ 収 集を担当して

資料の現物には、二次元の画像ではどうしても捉えきれないような、モノとしての「たたずまい」があ
ります。たとえば日記帳はまるでそこに 80 年前の時間をとどめているかのようで、最終記述日の後に
続く空白頁をめくっていると、日記が書かれるはずだった月日の重みが迫ってきます。日記は戦場という
非日常における唯一の日常であり、日記をつけ続けるということが、自らの生を此の世につなぎとめるた
めの祈りのようなものであったのだとすれば、日記が途絶えた後の白紙は、その祈りがかなわなかった
無念を伝えているように思えてなりません。日記の片隅に、米軍利用「済」の印として朱く“Done”
という文字が記されているのを見かけるたび、まだ「済んで」はいないのだ、何度も顧みられるべきも
のなのだと逆らいたいような気持ちになったものでした。かつては軍事的な情報源であったこれらの資
料が、今回のデジタル画像公開（一部は新規公開）を機に、過去を知るための歴史史料として読み
継がれていくことを願ってやみません。

p.19 で使用している画像の出典は、中央上から時計回りに、https://dl.ndl.go.jp/pid/12904107/1/3、https://dl.ndl.go.jp/pid/12904152/1/2、
https://dl.ndl.go.jp/pid/12904171/1/4、https://dl.ndl.go.jp/pid/12904100/1/3、https://dl.ndl.go.jp/pid/12904106/1/38、https://
dl.ndl.go.jp/pid/13437708/1/3、https://dl.ndl.go.jp/pid/13437457/1/2（ここまでインターネット公開資料）、国立国会図書館永続的識別子 
info:ndljp/pid/12904047, 3 コマ目、国立国会図書館永続的識別子 info:ndljp/pid/13437927, 2 コマ目、国立国会図書館永続的識別子 info:ndljp/
pid/12904071, 4コマ目（ここまで館内限定公開資料）
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N D L  T o p i c sN D L  T o p i c s
令
和
６
年
度
東
日
本
大
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム「
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
が
残
す
べ
き「
記
録
」と「
記

憶
」
に
つ
い
て
」

国
立
国
会
図
書
館
と
東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所
は
、

令
和
７
年
１
月
11
日
に
「
東
日
本
大
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

令
和
６
年
１
月
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
で

は
、
復
旧
・
復
興
の
活
動
が
進
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
新
た
に

震
災
関
連
資
料
の
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築
に
向
け
た
取
組
も
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
他
方
、
令
和
７
年
１
月
に
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災

か
ら
30
年
の
節
目
を
迎
え
、
新
潟
県
中
越
地
震
か
ら
は
20
年
、

東
日
本
大
震
災
か
ら
も
10
年
以
上
が
既
に
経
過
し
て
い
ま
す
。

こ
の
間
、
様
々
な
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
が
構
築
・
運
営
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
存
続
が
危
ぶ
ま
れ

る
ア
ー
カ
イ
ブ
も
生
ま
れ
、
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
の
意
義
や
役
割

と
い
っ
た
本
質
的
な
問
題
が
、
今
改
め
て
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
近
年
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
に
関
す
る

業
績
を
お
持
ち
の
研
究
者
を
お
招
き
し
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災

以
降
の
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
の
歩
み
や
、
社
会
や
歴
史
に
お
け
る

災
害
の
位
置
づ
け
等
に
も
話
題
を
広
げ
つ
つ
、
震
災
ア
ー
カ
イ

ブ
の
意
義
や
役
割
、
そ
し
て
残
す
べ
き
「
記
録
」
や
「
記
憶
」

に
つ
い
て
議
論
し
ま
す
。

〇
日
時

令
和
７
年
１
月
11
日
（
土
）
13
時
～
16
時
（
開
場
12
時
30
分
）

〇
会
場

東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所
多
目
的
ホ
ー
ル
（
宮
城
県

仙
台
市
）

〇
開
催
方
法

現
地
開
催
の
ほ
か
、
事
前
登
録
者
に
対
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で

同
時
配
信
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）

〇
登
壇
者
（
敬
称
略
）

佐
藤
慶
一
（
専
修
大
学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部
教
授
）、

高
森
順
子
（
情
報
科
学
芸
術
大
学
院
大
学
産
業
文
化
研
究
セ
ン

タ
ー
研
究
員
）（
事
前
収
録
し
た
講
演
動
画
に
よ
る
登
壇
）、
水

本
有
香
（
神
戸
学
院
大
学
現
代
社
会
学
部
社
会
防
災
学
科
教

授
）、小
林
芳
幸
（
国
立
国
会
図
書
館
電
子
情
報
部
主
任
司
書
）、

柴
山
明
寛
（
東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所
准
教
授
）

〇
申
込
方
法

「
み
ち
の
く
震
録
伝
」
掲
載
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
案
内
ペ
ー
ジ

（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
か
ら
リ
ン
ク
し
て
い
る
参
加
申
込
フ
ォ
ー
ム

か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
（
会
場
１
２
０
名
、
オ
ン

ラ
イ
ン
３
０
０
名
）
に
達
し
た
時
点
で
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

〇
参
加
費　

無
料

〇
主
催　

国
立
国
会
図
書
館
・
東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所

〇
後
援　

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
学
会

〇
問
合
せ
先

東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所　

災
害
人
文
社
会
研
究
部

門　

災
害
文
化
ア
ー
カ
イ
ブ
研
究
分
野

電
話　

０
２
２
（
７
５
２
）
２
０
９
９

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

archiveforum
@

irides.tohoku.ac.jp

※
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、「
み
ち
の
く
震
録
伝
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

年
末
年
始
の
サ
ー
ビ
ス
の
休
止
等
及
び
新
着
資
料
提

供
開
始
の
遅
れ
に
つ
い
て

シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
、
令
和
６
年
12
月
27
日

（
金
）
午
後
６
時
か
ら
令
和
７
年
１
月
６
日
（
月
）
ま
で
の
間
、

国
立
国
会
図
書
館
の
ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ロ
グ
イ
ン
を
要
す

る
サ
ー
ビ
ス
の
申
込
み
等
を
休
止
し
ま
す
。
ま
た
、
年
末
か
ら

令
和
７
年
１
月
末
に
か
け
て
、
新
着
資
料
の
提
供
開
始
が
遅
れ

る
見
通
し
で
す
。
詳
細
を
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

年
末
年
始
の
サ
ー
ビ
ス
の
休
止
等
及
び
新
着
資
料
提
供
開
始

の
遅
れ
に
関
す
る
お
知
ら
せ

http
s://w

w
w

.ndl.go.jp
/jp

/new
s/m

aintenance.

htm
l#20241017_0900

利
用
者
の
皆
様
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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N D L  T o p i c sN D L  T o p i c s
新
刊
案
内

レ
フ
ァ
レ
ン
ス　

８
８
６
号

土
壌
の
健
全
性
（Soil health

）
の
回
復
に
向
け
た
Ｅ
Ｕ
の

取
組

ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
の
概
要
と
主
な
課
題
、
論
点

海
上
保
安
能
力
の
強
化
を
め
ぐ
る
背
景
と
現
状
―
日
本
周
辺

海
域
に
お
け
る
情
勢
の
緊
迫
化
と
海
上
保
安
庁
の
体
制
強

化
―

入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

日
本
図
書
館
協
会

〒
１
０
４
‐
０
０
３
３　

東
京
都
中
央
区
新
川
１
‐
11
‐
14

電
話　

０
３
（
３
５
２
３
）
０
８
１
２

A4 75頁 月刊 1,100円（税込）　A4 75頁 月刊 1,100円（税込）　
発売　日本図書館協会発売　日本図書館協会

＃39
東京本館
企画展示「ひろげて、まいて、
あらわれる 絵巻の世界」会場
（2024年10月）（2024年10月）
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一般記事

年間索引
国立国会図書館月報

凡例

記事タイトル 掲載号（月） 掲載ページ数

新春特別対談　大石眞×ロバート キャンベル　〝言葉〟を伝えるために 1 7-19

ジャパンサーチで地域資料を調べる、発信する 1 20-27

令和6年1月、国立国会図書館の検索・申込サービスが変わります 1 28

数字で見る国立国会図書館：『国立国会図書館年報　令和4年度』から 1 33-36

第88回IFLA年次大会 2 5-13

新聞記事データベース案内　～当館で利用できるデータベース一覧表～ 2 15-27

浮世絵と動物 （日野原 健司） 3 5-13

「国立国会図書館サーチ」をリニューアルしました  3 15-21

講演会　絵本に描かれる食べもの―異文化理解、暮らし、ジェンダーの視点から―

 （生駒 幸子）
4 5-14

天気図発行開始の頃―国立国会図書館デジタルコレクションで公開された気象庁の天

気図から― （宮路 浩一）
4 16-22

調べものに役立つ「調べ方のヒントや事例」 5 5-23

リサーチ・ナビ 5 6-15

レファレンス協同データベース 5 16-23

みなサーチ正式版を公開しました 6 8-18

全国書誌データ等の提供― 国立国会図書館の書誌データ提供サービスのご案内 ― 6 21-28

第59回貴重書等指定委員会報告　新たな貴重書のご紹介 7/8 6-17

電子展示会　錦絵と写真でめぐる日本の名所 7/8 25-26

企画展示　ひろげて、まいて、あらわれる　絵巻の世界 9/10 5-13

講演会「国立国会図書館の来た道、行く道」を開催しました 11 5-11

憲政資料室の新規公開資料から 11 12-20

国際子ども図書館展示会　国際アンデルセン賞受賞作家・画家展 11 31-35

テキストで読める！さがせる！　帝国議会会議録検索システム、全期間の本文テキス

トを公開
12 7-17

「敵」を知ること、「おのれ」を知ること―米国国立公文書館所蔵「米海兵隊鹵獲日本

文書」：米軍が日本軍から接収した文書類をめぐってー （吉家 あかね）
12 19-28

浮世絵と動物 （日野原 健司） 3 5-13

執筆者名
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（第30回）一年を二十日で暮らすいい男？―国立国会図書館デジタルコレクションで
楽しむ相撲ー （西川 久司）

11 23-30

光る君のお正月―『源氏物語』に描かれた正月行事― （林 瞬介） 1 3-6

Japanese folk-toys (Tourist library; 26)―世界に発信した郷土玩具― （光島 有里） 2 1-4

『でたらめ』― 後の首相が教えるマナー ― （米井 大貴） 3 1-4

『角觝秘事解』― 力士ソラキチ・マツダ、アメリカン・ヒーローとなる ― （藤元 直樹） 4 1-4

子供との約束を破る勿れ― 『子供の躾け方秘訣百ケ條』 ― （青木 太一） 5 1-4

『寿々』― 紙上の外国玩具コレクション ― （藤田 千紘） 6 3-7

痕跡で楽しむ南葵文庫の旧蔵書― The Enoch Pratt Free Library of Baltimore City  ―

 （工藤 哲朗）
7/8 1-5

旅の出会いは地を越え、時を越え― Pioneering in the Far East   ― （曽木 颯太朗） 9/10 1-4

味わい深い手紙の闇汁　― 『手紙雑誌』第1巻第1号 ― （五百藏 謙） 11 1-4

「公爵三条家家憲」ー公家華族の家を守るためにー （藤田 壮介） 12 1-5

今月の一冊

本の森を歩く

ウェールズ国立図書館とヘイ・オン・ワイ ブック・フェスティバル （松永 しのぶ） 7/8 18-24

韓国の図書館―戦前の日本語図書を訪ねて （河村 真澄） 9/10 14-24

第3回　NDL Ngram Viewerの使い道 （日比 嘉高） 3 22-23

世界図書館紀行

NDL Ngram Viewer
を使ってみました
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国立国会図書館をご存知ですか 1 29

理想と現実の間で～データベース導入あれこれ 2 14

動物たちは書物の中にも 3 14

カレントアウェアネス的2023年の5大ニュースは？ 4 23

国際政策セミナーをぎゅっと一冊に 5 24

もしも宝くじが当たったら 6 29

「面白い！」を引き出す 7/8 27

アジア情報研修の舞台裏 9/10 25

雑誌・新聞の生涯―そのはじまりからおわりまで― 11 21

図書館を施設面から支えます 12 6

『国立天文台所蔵貴重資料展示図録 2009-2022』 （田中 耀子） 1 30

『こわいな!　恐怖の美術館』 （田村 彩恵） 2 28

『つなぐ　上野動物園ジャイアントパンダ飼育の50年』 （本間 渚沙） 3 24

『旺文社90年の歴史』 （伊藤 暁子） 4 24

『水戸芸術館パイプオルガン活動記録集　1990-2021　つくる、かなでる、ひろがる』

 （山田 春菜）
5 25

『大名の献立　文化二年壬生御献立帳』 （横山 浩貴） 6 20

『殿さまの1年　盛岡藩年中行事を紐解く』 （郷田 亜弥） 7/8 28

『近代村絵図・地図の世界　明治の地図はどうつくられたか　長野県絵図・地図共同

研究報告書』 （鈴木 遼香）
9/10 26

『パブリックアート50年のあゆみ　文化・芸術に親しむ社会を目指して　1972-2022 

50th anniversary』 （重黒木 南帆）
11 36

『Ludo-musica　音楽からみるビデオゲーム』 （磯部 結萌） 12 18

館内スコープ

本屋にない本
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https://www.ndl.go.jp/jp/publication/geppo/

冊子版のご購入については、公益社団法人 日本図書館協会へお問い合わせください。バックナンバーも取り扱っています。
〒104-0033　東京都中央区新川1-11-14　電話　03（3523）0812（販売）

当館ホームページから、
PDFファイルを閲覧できます。
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本誌に掲載した論文等のうち意見にわたる部分は、それぞれ筆者の個人的見解であることをお断りいたします。
本誌に掲載された記事を転載する場合（全文または長文にわたり抜粋する場合、または図版を転載する場合）には、
事前に当館総務部総務課にご連絡ください。
本誌 517 号以降、PDF 版を当館ホームページ（https://www.ndl.go.jp/）＞刊行物＞国立国会図書館月報でご覧いただけます。
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